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2（２０１１年５月）

　市では、平成22年度から「重点事業管理制度」を導入しました。「重点事業管理制度」とは、市が毎年度作成する「重

点施策」に付随する「重点事業」の中でも特に重要な事業を「特別重点事業」として選定し、その事業の進ちょく管理及

び実施後の評価を行うことで効果的・効率的な行政運営を目的とします。あわせて、その評価結果を公表することで、透

明で公正な行政運営を目指すものです。

　平成22年度は29の事業を選定し、進ちょく管理及び実施後の評価を行いましたので概要を公表します。

　詳細は市のホームページをご覧いただくか、企画課までお問い合わせください。

　評価結果は次の３段階で評価しました。　◎予定以上の成果があった。　○達成した。　△達成しなかった。

　下記の評価結果は平成23年３月31日時点のものになります。

評　　　価　　　結　　　果事　　業　　内　　容 
（目指す成果と目標値）

重　点　事　業　名
結果達　　　成　　　状　　　況

○

　財務健全化４指標については国の基準を大き
く下回った。新地方会計制度財務書類４表も健
全性が保たれていることを確認し２月に公表し
た。

・財政健全化４指標（実質赤字比率、
連結実質赤字比率、実質公債費比
率、将来負担比率）
・新地方公会計制度財務書類４表に
よる健全化数値の堅持、改善

健全財政運営の堅持

○

・市役所庁舎等増改築工事から一般競争入札に
て発注準備中。４月29日に仮設庁舎移転計画
が整い５月上旬に工事着手の運びとなる。
・全体計画については、舞台が丘整備基本計画
に基づく平成26年度の完成を目指した各施設
の設計等新年度予算に計上した。

　整備構想、整備基本設計における
整備水準を26年度までに完了。

舞台が丘公共施設整備事
業

◎

　「エフエムとうみ」と災害放送協定まで締結す
る。年度内に緊急放送施設も竣工、平成２３年度
に実施するラジオの配布のうち、半数世帯分を
計画どおり発注した。

　平成22年10月開局と緊急防災ラジ
オを市内半数世帯分調達する。

コミュニティ FM放送局の
開局

○

・田中地区―候補地の利便性・可能性について
引き続き検討中

・滋野地区―農振除外申請中。基本計画のプロ
ポーザル実施中

・和 地 区―ほぼ候補地の絞り込みをし、現在
地権者と交渉中

・田中地区―９月頃までに市として
の方針を出す

・滋野地区―７月の農振除外申請に
向け地権者の合意形成

・和 地 区―８月頃までに候補地の
選定

保育園の改築の推進

△

　未受診者に対して、広報お知らせ版、チラシ、
保健指導員による受診の啓発　保健師による電
話・戸別訪問による勧奨を行ったが、２月末現
在で受診率37.8％。

　計画目標値　受診率55％（平成20
年度36.5％、平成21年度同程度）

保健指導の充実

△
・平成23年４月に一般財団法人から公益法人に
移行できる見通しとなったが、中長期計画の
策定までには至らなかった。

　人的体制、事業規模、健康づくり
の社会資源の活用、財政基盤につい
て、短期、中期、長期の見通しを具
体的に策定し、研究所の持続的・発
展的な運営を目指す。

身体教育医学研究所の活
用と財務基盤の安定

○

・メガソーラー誘致のため、電力会社等へ東御
市の晴天率の高さ等ＰＲした。
・事業者向け太陽光発電について市内事業所に
希望調査、説明会を行い、11社から希望が
あった。
・住宅用太陽光発電施設設置
　133基　548kw/h

・電力会社・パネルメーカーにメガ
ソーラーの誘致を働きかける。
・事業者向けに太陽光発電をＰＲし
設置推進を図る。
・一般住宅に太陽光発電施設設置を
促進する。

地球温暖化対策地域推進
計画の推進、メガソーラ
ー調査

○

・家庭でできる生ごみのリサイクル講習会を、
公募で６回開催し、区・各種団体では５回開
催し、計120人が受講した。
・市全体の生ごみリサイクルシステムは事業者
選びなど研究を進めた。
・生ごみ処理機設置補助　コンポスト96基、電
気式22基

　まずはすぐに実行可能な家庭での
リサイクルの普及啓発を図り、市全
体のリサイクルシステムの構築は事
業者と進めながら、市全体のリサイ
クルシステムを確立したい。

地球温暖化対策地域推進
計画の推進、生ごみリサ
イクル



3

とうみ

（２０１１年５月）

評　　　価　　　結　　　果事　　業　　内　　容 
（目指す成果と目標値）

重　点　事　業　名
結果達　　　成　　　状　　　況

未実施

　アンテナショップ開設検討委員会を設置する
にあたり、家賃、人件費等基礎調査を行った結
果、大幅な赤字が見込まれることが判明したた
め、アンテナショップ開設検討委員会は設置し
なかった。

　都市と農村との交流により生産者
の所得向上、農産物のブランド化に
よる「食育の里」づくり。

アンテナショップ運営母
体の組織化

○

・農業体験については、地元田沢区民の多大な
協力をいただき、大田区59小学校のうち15校
の児童延べ1,075名を受け入れていただいた。
・学校給食については大田区７小学校に給食食
材として巨峰、プルーン、トウモロコシ、米、
りんごなど地元農産物を納入した。
・文教大学生８名を農業体験で受け入れ、学生
食堂での食材使用を依頼するとともに、東御
市のPRを行った。
・遊休農地の利活用については、更なる研究が
必要である。

　学校給食等への食育にからめた農
産物供給。大田区民による遊休農地
の耕作と、農業者と交流が生ずるこ
とによる地域の活性化。

グリーンツーリズムの推
進

○

　藤木徳彦シェフから白土馬鈴薯と東御市産牛
肉を使ったコロッケとメンチカツのレシピの提
案を受け、味の里とうみで試作し、２月11日に
味の里とうみ感謝デーで来店者60人に試食をし
てもらったが、農業生産者と関連産業の活性化
は更に研究していく。

　地産地消や食農育の推進により、
農業生産者とそれに関連する産業の
活性化を図る。「食育の里」の実効性
を高める。

地域の食掘り起こしプロ
ジェクト事業、味のセミ
ナー

○

・田沢（７ha）田之尻（８ha）東町（30ha）
計45haの間伐を実施。
・平成23年３月２日田之尻地域里山整備推進委
員会とNPO法人森のライフスタイル研究所と
で里山再生に関する５年間の協定締結がされ、
民間資金を活用した取り組みがスタートした。
植樹祭を５月に予定している。

　間伐等を進めることにより里山へ
の親しみが再認識され、地域の交流
が生まれる。 
　また、環境保全の向上さらには、
農産物に対して鳥獣被害の影響も減
少する。

森林・里山の整備、荒廃
農地の活用

○

・下之城用水排水対策検討委員会において事業
実施の方向付けがされ、平成24年度の事業採
択に向け受益者の同意取り付けが進められて
いる。
・海善寺池提体補強工事の測量設計が完了した。

　土地改良施設等の新設･改修を行い、
延命化を図ることにより、安定した
農業経営を持続する事が可能となる。 
また、豪雨等における集落への被害
を未然に防止する事も可能となる。

土地改良事業による雨水
排水対策の推進

○

　各分野から10名の委員を任命し、12月に第１
回の会議が開催され委員長に松本大学の佐藤博
康教授が選出された。席上佐藤委員長から各委
員の観光ビジョン及び観光施策に対するヒアリ
ングの実施が提案され、３月22日の会議におい
て発表された。

　観光まちづくり会議を設置し、ビ
ジョンに沿った取り組みを効果的に
展開し、あわせて進行管理と地域へ
の支援を図る推進母体となる。

観光まちづくり会議の設
置による東御市観光ビジ
ョンの推進

◎

・緊急雇用創出14事業48人、ふるさと雇用２事
業７人、重点分野雇用創出２事業16人、地域
人材育成２事業９人　計20事業80人の雇用を
確保した。

　失業者、未就職者の雇用を確保す
る。76人以上を目標

緊急雇用創出・ふるさと
雇用再生特別事業

▲湯の丸のレンゲツツジ▲FMとうみ前でのインタビュー



4（２０１１年５月）

評　　　価　　　結　　　果事　　業　　内　　容 
（目指す成果と目標値）

重　点　事　業　名
結果達　　　成　　　状　　　況

◎

　平成23年１月の実施設計完了を受け、２月に
建設工事請負契約を締結した。この間東御市振
興公社、味彩、味の研究会、みまき福祉会、身
体障害者福祉協会等と協議を重ねるとともに、
温泉利用者の意見聴取などにより合意形成を図
ってきた。本年12月のリニューアルオープンに
向け工事が始まった。

　実施設計を完成する。「御牧乃湯」改修整備

◎

　平成22年８月に地域公共交通会議を設置し、
２回の会議及び３回の幹事会を経て定時定路線
バス、デマンド交通の運行について見直しを行
った。路線バスについては、和線の一部減便と
小学児童の下校時間帯に合わせた増便、デマン
ドについては、要望の多かった12時から13時の
時間帯の運行見直しを行った。この間和小学校
ＰＴＡ、和区長会への説明、運行事業者間の調
整など合意形成を図った。 
　いずれも平成23年４月１日に改正し、市民が
利用しやすい公共交通とすることができた。

　東御市公共交通会議を10月までに
立ち上げ、市民が利用しやすい有効
で効率的な公共交通機能を回復させ
る。

東御市における公共交通
機能の回復

○

・本海野、西海野両地区の排水路及び西海野北
国街道歩道整備設計完了。
・歴史的風致維持向上計画策定に係る地域組織
「まちづくり検討会議」の第１回会議を３月
23日に開催し、活動がスタートする。

・排水路改修実施設計書の作成（本
海野地区)
・整備計画案の策定（西海野地区)

海野地区のまちづくり

△

・羽毛田バイパスは基本ルートの素案作成まで
となった。
・海野バイパスは用地及び補償費の調査までと
なった。
・18号バイパスの設計協議用図面は作成した。
・152号バイパスは、「大屋駅周辺道路計画検討
委員会」によりルート案の検討が行われてい
る。

・基本ルートの決定（羽毛田バイパ
ス)
・用地費及び補償費の算定と一部用
地買収（海野バイパス)
・市道等設計協議用図面の作成（国
道18号バイパス)

幹線道路網の整備

○

・「都市施設見直し委員会」第２回委員会におい
て素案に対する意見聴取を行った。今後４月
を目途に素案のまとめを行っていく。
・「田中駅南口地区計画」の実施計画への位置付
けがされたので、今後計画に基づき地域の意
見聴取に入っていく。

・見直し原案の策定 
・南口地区計画原案策定準備

都市施設の見直しと田中
駅南口地区計画の推進

○

・寺坂及び白樺住宅団地の実勢価格販売により
４区画販売。３月末２区画販売予定。
・深井住宅団地２基計画は平成25年度実施予定。
・伊勢原住宅団地A棟完成。B、C棟を３階建で
見直し実施設計完了。

・見直し価格による寺坂住宅団地３
区画の販売
・伊勢原市営住宅Ａ棟の建設工事竣
工と入居者６戸の移転及び既存建
物の取壊し。

土地開発公社の土地販売
促進及び公営住宅の整備

▲大田区ふれあい広場▲助産所とうみ



5 （２０１１年５月）

とうみ

評　　　価　　　結　　　果事　　業　　内　　容 
（目指す成果と目標値）

重　点　事　業　名
結果達　　　成　　　状　　　況

○
　平成22年度は八重原地区の調査を実施した。
御牧原地区の調査は平成23年度に実施する。

　御牧原地区整備基本計画の策定雨水排水対策の推進

◎
　平成23年３月末水洗化率90.3％を達成した
（全人口比）。

　平成22年度末水洗化率90％を目指
す。

下水道水洗化率の向上

○

・標準学力調査を小・中学校で小学校１年生を
除く全学年で実施し、各学年教科ごとの結果
を分析し、学習指導を行った。
・小・中学校でQU調査を実施した。本人とのコ
ミュニケーション、友達との人間関係、仲間
づくり等担任の学級改善の取組みにより学級
生活満足群３２％から６３％に改善された学級が
あった。

・客観的な学力定着状況を把握する
ことで、教師のきめ細やかな指導
ができ、ＱＵ調査により学級内の
子供達の意識がわかり、より良い
学級運営の基礎資料とする。
・学年・教科ごとの結果数値

基礎学力の定着向上

○

　不登校児童（平成23年２月現在６名）生徒
（同４８名）であるが、子育てサポーター２名、
心の教室相談員１名、教育支援員１名、不登校
加配の配置１名を配置し、更に学校ごとの学校
応援団（地域学校支援ボランティア）のご協力
により、不登校児童・生徒２３名（累計数）の不
登校の改善がされた。

　不登校児 （平成20年度９名）生徒 
（同38名）ならびにそうした傾向に
ある子ども達を一人でも減らしたい。

不登校児へのきめ細やか
な対応

◎

・２月15日竣工式を執り行い、２月28日から診
療を開始した。
・現在患者数29名で技師３名、看護師３名体制
であるが、新年度技師１名採用予定であり、
職員体制は充実してきている。

・現在の透析患者24人、その後５人
／年の増を予定
・市内の要透析患者数(推計)60人～
70人

人工透析施設の増築

◎

・開設当初計画の年間120件の目標は達成でき
る見通しとなった。
・月により分娩数にバラつきがあるが最大で15
件の月もあった。現体制では13件／月が適当
と考える。

　当初は、10件／月とするが、更に
助産師２名採用することにより、今
年度末には15件／月を目標とする。

助産所の運営

△

　男女共同参画審議会を10回開催し協議を進め
た結果、男女共同参画推進条例に基づく新たな
基本計画を平成23年度中に策定することとした。
表現・内容に配慮し分かりやすい計画作りを進
めることとする。

　男女共同参画推進条例に盛り込ま
れている市の責務、施策が適正に行
われ、全ての市民が生き生きと各種
活動に参画してまちづくりに活かさ
れる。

男女共同参画推進条例に
基づく共同参画プランの
見直し推進

◎

　検討懇話会は10回の会議を重ね、新図書館に
求められるサービス内容等の提言書をまとめた。
また、市民と一緒に創る新図書館講座を８回行
い、市民の参画を得ながら新図書館の利活用等
を学び、新図書館建設への市民意識を高めるこ
とができた。

　市民参加(協働)による図書館づくり
をすることにより、施設やサービス
をより具体的な形で実施できる。

新図書館の建設内容の協
議

●問い合わせ先　企画課　企画政策係　�64－5893

▲和保育園のもちつき大会▲海野宿の街並み
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▲募金活動のようす

への東御市の支援状況 東日本大震災被災地 への東御市の支援状況 への東御市の支援状況 
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り
、
ま
た
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

地
域
で
は
、
な
お
強
い
余
震
が
続

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
ま
だ
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

 
被
災
地
の
た
め
に

　
　
 
で
き
る
こ
と
は
？

　

市
報
と
う
み
４
月
号
の
ト
ピ
ッ

ク
ス
で
紹
介
し
ま
し
た
が
北
御
牧

中
学
校
生
徒
会
役
員
と
吹
奏
楽
部

の
生
徒　

名
で
３
月　

日
か
ら　

４０

２０

２３

日
に
か
け
て
行
っ
た
、
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
に
対
す
る
義
援
金

の
呼
び
か
け
に
つ
い
て
、
実
際
に

募
金
活
動
に
携
っ
た
生
徒
に
寄
せ

て
い
た
だ
い
た
作
文
を
こ
こ
で
紹

介
し
ま
す
。

＊
生
徒
た
ち
の
手
で
集
め
ら
れ
た

義
援
金
は
東
御
市
社
会
福
祉
協

議
会
を
通
じ
、
日
本
赤
十
字
社

長
野
県
支
部
へ
送
金
さ
れ
ま
し

た
。

  
人
の
思
い
の

　
　
　
　

あ
た
た
か
さ

　
　
　

北
御
牧
中
学
校
三
年

　

白
倉　

彩
香　

　

３
月　

日
、
東
日
本
で
巨
大
な

１１

地
震
、
津
波
が
発
生
し
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
を
見
た
と
き
、
今
現
実
に

起
き
て
い
る
と
は
思
え
な
い
よ
う

な
映
像
に
目
を
疑
い
、
大
き
な
衝

撃
を
受
け
ま
し
た
。
長
野
県
で
も

大
き
な
地
震
が
あ
り
、
地
震
は
い

つ
お
さ
ま
る
だ
ろ
う
、
被
災
地
は

あ
れ
ほ
ど
の
被
害
を
受
け
て
、
い

つ
復
興
で
き
る
だ
ろ
う
、
私
の
中

に
、
将
来
に
対
す
る
不
安
が
襲
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
何
も
で
き

な
い
自
分
に
も
ど
か
し
さ
や
苛
立

ち
を
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
少

し
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、
不
安
に

思
っ
て
い
る
だ
け
で
は
い
け
な
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

翌
週
、
登
校
す
る
と
、
周
り
の

み
ん
な
も
同
じ
気
持
ち
で
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。「
不
安
」で

も
、「
自
分
た
ち
に
何
か
で
き
る

こ
と
を
し
た
い
」、
そ
ん
な
気
持

ち
が
重
な
っ
て
、
生
徒
会
と
吹
奏

楽
部
で
募
金
活
動
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

活
動
を
始
め
る
ま
で
は
、「
募

金
は
集
ま
る
だ
ろ
う
か
。」「
自
分

た
ち
の
気
持
ち
が
伝
わ
る
だ
ろ
う

か
。」、
そ
ん
な
不
安
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
始
ま
っ
て
み
る
と
、

Ｆ
Ｍ
と
う
み
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
や

新
聞
社
、
テ
レ
ビ
局
の
方
を
は
じ

め
、
多
く
の
方
が
宣
伝
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
お
か
げ
も
あ
り
、
予
想

を
は
る
か
に
超
え
る
人
た
ち
が
募

金
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

雨
の
日
も
雪
の
日
も
、
風
の
強
い

日
も
あ
り
ま
し
た
が
、
被
災
地
の

方
の
こ
と
を
思
う
と
、
私
た
ち
は

雨
や
雪
も
た
い
し
て
気
に
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
温
か
い
飲
み
物
や
、

カ
イ
ロ
な
ど
の
差
し
入
れ
を
く
だ

さ
る
方
も
い
ま
し
た
。「
が
ん
ば

っ
て
ね
」、「
み
ん
な
が
が
ん
ば
っ

て
い
る
の
で
勇
気
を
い
た
だ
き
ま

し
た
」
な
ど
あ
た
た
か
い
言
葉
を

た
く
さ
ん
か
け
て
く
だ
さ
り
、
励

み
に
な
り
ま
し
た
。
Ｆ
Ｍ
と
う
み

の
社
長
さ
ん
は
「
東
御
市
の
誇
り

で
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
本
当
に
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

　

そ
し
て
、
４
日
間
で
、
の
べ
６

０
６
名
の
方
が
募
金
に
ご
協
力
く

だ
さ
り
、
総
額
７
４
２
、
２
６
０

円
が
集
ま
り
ま
し
た
。
始
め
る
前

に
思
っ
て
い
た
不
安
が
嘘
の
よ
う

で
し
た
。
私
た
ち
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
方
々
が
、「
何
か
し
た
い
」

と
い
う
思
い
を
も
っ
て
い
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
と
て
も
あ
た
た
か

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

精
一
杯
や
れ
ば
人
の
心
を
動
か
す

こ
と
が
で
き
る
、
私
た
ち
に
も
で

き
る
こ
と
が
あ
る
、
そ
う
思
え
た

こ
と
が
私
の
自
信
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
こ
れ
か
ら
生
き
て

い
く
上
で
の
軸
と
な
り
ま
す
。
募

金
活
動
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
担
う

世
代
と
し
て
、
今
で
き
る
こ
と
を

精
一
杯
や
り
、
被
災
地
の
復
興
や

日
本
の
将
来
の
た
め
に
、
少
し
で

も
貢
献
で
き
る
人
に
な
れ
る
よ
う

な
力
を
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
生
徒
会
、
部
活
、
学
習
、
今

す
べ
き
こ
と
に
全
力
で
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

▲集めた募金を社会福祉協議会へ
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とうみ

への東御市の支援状況 東日本大震災被災地  への東御市の支援状況 東日本大震災被災地 
 
支
援
物
資
・
義
援
金
の

　
  　

取
り
ま
と
め
状
況

　

３
月　

日
か
ら　

日
に
か
け
て
、

１４

２４

東
御
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

し
支
援
物
資
の
受
け
入
れ
を
行
い

ま
し
た
（
現
在
、
救
援
物
資
の
受

け
入
れ
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
）。

　

期
間
中
、
毛
布
９
０
０
枚
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
飲
み
水
３
８
８
５

本
、
カ
ッ
プ
麺
１
３
０
０
個
、
缶

詰
５
３
０
個
、
そ
の
他
の
保
存
食

３
０
０
個
が
寄
せ
ら
れ
、　

日
と

１８

　

日
の
２
回
に
分
け
て
岩
手
県
へ

２５届
け
ま
し
た
。

　

義
援
金
に
つ
い
て
は
、
３
月　
１４

日
か
ら　

日
ま
で
に
市
役
所
本
庁

３１

舎
な
ど
で
集
ま
っ
た
義
援
金
１
８
、

３
７
８
、
１
３
１
円
は
、
日
本
赤

十
字
社
長
野
県
支
部
へ
４
月
４
日

に
送
金
し
ま
し
た
。

　

４
月　

日
現
在
ま
で
に
、
集

１８

ま
っ
た
義
援
金
の
合
計
は
３
１
、

８
４
６
、
４
８
３
円
で
す
。

　

義
援
金
の
受
付
期
間
を
９
月
末

日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
し
、
庁

舎
の
仮
設
移
転
に
伴
い
、
こ
れ
ま

で
市
役
所
本
庁
舎
で
受
け
付
け
て

い
た
義
援
金
は
、
中
央
公
民
館
で

受
け
付
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
北
御
牧
庁
舎
及
び
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り

に
な
り
ま
す
。）

　

ま
た
市
一
般
会
計
か
ら
の
１
、

０
０
０
万
円
と
市
議
会
議
員
及
び

職
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
１
７
０
万

円
、
合
わ
せ
て
１
、
１
７
０
万
円

は
３
月　

日
に
栄
村
２
７
０
万
円
、

２３

岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
各
県
に
３

０
０
万
円
送
金
し
ま
し
た
。

 
被
災
者
支
援
策

　

市
で
は
、
こ
の 
未  
曾  
有 
の
災
害

み 

ぞ 

う

を
受
け
、
３
月　

日
に
市
長
を
本

２４

部
長
と
す
る
被
災
者
支
援
対
策
本

部
を
設
置
し
ま
し
た
。

・
被
災
地
で
の
救
援
活
動

　

日
本
水
道
協
会
か
ら
の
要
請
に

も
と
づ
き
、
職
員
２
名
を
一
つ
の

ペ
ア
に
、
約
１
週
間
交
代
で
３
月

　

日
か
ら
４
月　

日
ま
で
期
間
、

２４

１２

宮
城
県
登
米
市
を
拠
点
に
近
隣
に

お
け
る
給
水
活
動
の
た
め
、
６
名

の
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

ま
た
４
月
５
日
か
ら
約
半
年
間

の
予
定
で
宮
城
県
気
仙
沼
市
に
職

員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
職
員
１

日
４
名
が
約
２
週
間
交
代
で
総
勢

　

名
程
度
を
派
遣
す
る
予
定
で
す
。

５０現
地
で
は
仮
設
住
宅
申
し
込
み
の

と
り
ま
と
め
な
ど
、
気
仙
沼
市
役

所
業
務
が
円
滑
に
進
む
よ
う
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

東
御
消
防
署
は
救
助
・
捜
索
活

動
の
た
め
、
３
月　

日
か
ら
４
月

１２

３
日
ま
で
の
期
間
、
延
べ
８
名
の

東
御
消
防
署
職
員
を
派
遣
し
ま
し

た
。

・
避
難
者
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

　

市
内
へ
の
避
難
者
の
た
め
、
市

営
住
宅
を　

戸
用
意
、
４
月　

日

１３

１８

現
在
、
４
戸
に
つ
い
て
す
で
に
入

居
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
営

住
宅
以
外
に
も
被
災
者
支
援
の
た

め
に
提
供
の
あ
っ
た
住
宅
も
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
建
設
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
今
後
の
東
日
本
大
震
災

　
  
関
連
情
報
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
が
起
き
、
２
か

月
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
被
災
地
で
は
い
ま
だ
復
興
の

目
途
が
立
た
な
い
地
域
も
多
く
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

で
起
こ
っ
た
放
射
性
物
質
の
拡
散

に
よ
り
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界

中
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
で
、
被
災
地
へ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
等
が
始

ま
り
ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

だ
け
に
限
ら
ず
被
災
地
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
は
何
か
、
一
人
ひ
と

り
が
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
市
は
県
内
の
空
間
放
射

線
測
定
結
果
な
ど
、
東
日
本
大
震

災
関
連
情
報
を
随
時
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
広
報
等
を
通
じ
発
信
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▲被災地へ向けて出発

▲

気
仙
沼
の
被
害
状
況

　
　
　
　

（
派
遣
職
員
よ
り
）
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〔アメリカ合衆国マドラス市ホームステイ体験記〕

　

　昨年は新型インフルエンザの影響で中止となりましたが、今

年で６回目となる姉妹都市オレゴン州マドラス市への高校生

ホームステイ派遣事業が３月１０日から２１日までの１２日間、市内

在住の高校生５名と引率者１名（友好協会員）の合計６名が参

加して実施されました。

　２日目に、今回の東日本大震災を現地のニュース等で知り、

複雑な思いでのホームステイとなりましたが、ホストファミリ

ーの温かさに触れ、とても有意義な滞在となりました。

　高校生たちが異文化に飛び込み、たくさんの経験をし、言葉

の壁を乗り越えて頑張った１２日間、それぞれの思いを体験記と

して寄せていただきましたので、ご覧ください。

★あなたも国際交流の一翼を★
　今後も高校生だけでなく、夏休みには中学生のホームステイ

も実施します。また、多くの皆さんに「東御市・アメリカ姉妹

都市友好協会」に加入していただき、国際交流の一翼を担って

いただければと考えています。

●問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係　�64－5885

　マドラス市
　　　ホームステイスケジュール
３／１０ （木）　上田→成田→（所要時間８時間）→

ポートランド着→インターナショナ
ルスクールオブバービントン校での
研修→ポートランド市内観光→ポー
トランド州立大学にて通訳クラスの
見学【ポートランド泊】

　　１１ （金）　ポートランド州立大学での研修、マ
ドラス市へ→ホストファミリーと合
流【各家庭へ】

　　１２（土）　姉妹都市委員長コーティン氏による
マドラス市内観光

　　１３ （日）　ホストファミリーと過ごす
　　１４ （月）　マドラス高校での授業、各種アク

ティビティーに参加
　～１６ （水）　（16日夜、お別れ会）
　　１７（木）　マドラス市→サンフランシスコへ
　　　　　　移動
　　18 （金）　サンフランシスコ市内見学
　　　　　　（ゴールデンゲートブリッジなど）
　　19 （土）　サンフランシスコ市内見学
　　　　　　（公共交通機関を使い自由散策）
　　２０ （日）　サンフランシスコ発（機内泊）
　　２１ （月）　成田着→上野駅→上田駅（解散）

　 　

引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引

率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率

者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者

ののののののののののののののののののののの

声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声

率

者

の

声

　

引
率
者
の
私
は
市
役
所
や
警
察

署
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
市
内
の
様

々
な
所
を
訪
問
し
、
ミ
ド
ル
ス
ク

ー
ル
で
6
年
生
の
授
業
を
担
当
さ

せ
て
頂
い
た
り
、
マ
ド
ラ
ス
市
の

メ
ラ
ニ
ー
市
長
主
催
の
お
茶
会
で

た
く
さ
ん
の
女
性
達
と
お
話
さ
せ

て
頂
く
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
市
近
く
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
も

訪
問
し
、
経
営
者
と
農
業
に
つ
い

て
の
お
話
も
出
来
ま
し
た
。

　

一
方
高
校
生
達
は
学
校
で
ヒ
ス

パ
ニ
ッ
ク
系
や
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ

リ
カ
ン
の
子
供
達
と
も
出
会
い
、

様
々
な
異
文
化
に
触
れ
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
先
で
は
多
種
多
様
な
家
庭

環
境
で
様
々
な
考
え
方
や
生
き
方

に
触
れ
、
英
語
が
上
達
し
た
ば
か

り
で
な
く
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
前
と
比

べ
積
極
的
に
な
り
、
人
と
し
て
も

大
き
く
成
長
し
ま
し
た
。
偶
然
に

も
大
地
震
前
日
に
日
本
か
ら
飛
び

立
ち
、
幸
運
に
も
無
事
最
後
ま
で

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
了
し
、
私
達
は

貴
重
な
経
験
と
い
う
財
産
を
得
ま

し
た
。
送
り
出
し
て
く
れ
た
東
御

市
と
家
族
、
受
け
入
れ
て
下
さ
っ

た
マ
ド
ラ
ス
の
優
し
い
人
々
に
心

か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。  蓮  見 　 綾 さん

はす み あや

（出場）
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恥恥恥恥恥恥恥恥恥恥
ずずずずずずずずずず
かかかかかかかかかか
しししししししししし
がががががががががが
らららららららららら
なななななななななな
いいいいいいいいいい
ここここここここここ
とととととととととと

 
恥
ず
か
し
が
ら
な
い
こ
と

　

マ
ド
ラ
ス
市
は
広
大
な
土
地
と

治
安
が
良
い
市
で
す
。
こ
こ
で
僕

は
英
語
で
伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ

と
楽
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。
必
ず

も
う
一
度
ア
メ
リ
カ
に
い
き
、
さ

ら
に
自
分
の
国
際
的
な
視
点
を
広

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
ド
ラ
ス
市
の
法
律
、

行
政
は
市
民
に
対
し
、
日
本
よ
り

自
由
で
は
な
い
か
と
ぼ
く
は
感
じ

ま
し
た
。
た
と
え
ば
日
本
で
は
、

銃
刀
法
な
ど
で
一
般
的
に
は
銃
や

刀
は
持
て
ま
せ
ん
が
、
ア
メ
リ
カ

の
一
般
家
庭
は
夏
に
狩
り
を
す
る

た
め
や
、
護
身
用
に
ど
の
家
庭
も

銃
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
と
て
も

驚
き
ま
し
た
。

　

僕
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
と

て
も
優
し
く
接
し
て
く
れ
、
い
ろ

ん
な
こ
と
を
経
験
さ
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
で
き
れ
ば
、
も
っ
と
長
く

居
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
た

か
っ
た
で
す
。

　

そ
し
て
、
今
回
の
旅
で
最
も
勉

強
に
な
っ
た
こ
と
は
�
恥
ず
か
し

が
ら
な
い
こ
と
�、
ア
メ
リ
カ
の

ど
こ
に
行
っ
て
も
、
そ
の
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

たたたたたたたたたた
くくくくくくくくくく
ささささささささささ
んんんんんんんんんん
のののののののののの

 
た
く
さ
ん
の
�����������
優優優優優優優優優優
しししししししししし
ささささささささささ

優
し
さ
�����������

　
　

泊　

日
の
う
ち
ホ
ー
ム
ス
テ

１０

１２

イ
６
泊
と
い
う
長
い
よ
う
で
短
か

っ
た
旅
を
終
え
て
、
私
は
た
く
さ

ん
の
�
優
し
さ
�
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

私
が
ス
テ
イ
し
た
家
の
夫
婦
は

私
の
こ
と
を
ず
っ
と
「
Ａ
ｎ
ｎ
ａ

は
私
た
ち
の
孫
な
ん
だ
か
ら
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
思

い
な
さ
い
」
と
い
っ
て
、
た
だ
の

�
日
本
か
ら
の
お
客
さ
ん
�
で
は

な
く
�
本
当
の
孫
�
の
よ
う
に
接

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て

い
る
間
に
日
本
で
は
大
災
害
が
お

き
ま
し
た
が
す
れ
違
っ
た
ひ
と
で

も
日
本
を
心
配
し
て
く
れ
た
り
、

教
会
で
日
本
の
こ
と
を
お
祈
り
し

て
く
れ
た
り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
気

を
使
っ
て
く
れ
た
り
と
ア
メ
リ
カ

の
人
々
は
本
当
に
優
し
さ
で
溢
れ

て
い
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
の
出
会
い
を
一
期

一
会
に
せ
ず
こ
の
出
会
い
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

最
後
に
マ
ド
ラ
ス
に
行
か
せ
て

く
れ
た
両
親
、
こ
う
し
た
機
会
を

設
け
て
い
た
だ
い
た
市
と
友
好
協

会
の
み
な
さ
ん
、
た
く
さ
ん
助
け

て
く
れ
た
み
ん
な
に
感
謝
し
て
も

し
き
れ
な
い
で
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

たたたたたたたたたた
くくくくくくくくくく
ささささささささささ
んんんんんんんんんん
のののののののののの
ああああああああああ
りりりりりりりりりり
がががががががががが
とととととととととと
うううううううううう

 
た
く
さ
ん
の
あ
り
が
と
う

　

今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
私
は

た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
え
ま
し
た
。

マ
ド
ラ
ス
の
皆
さ
ん
は
私
た
ち
を

温
か
く
迎
え
、
積
極
的
に
関
わ
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
一
緒
に
行

っ
た
メ
ン
バ
ー
は
一
人
ひ
と
り
が

魅
力
的
で
、
楽
し
く
て
最
高
の
メ

ン
バ
ー
で
し
た
。

　

「
す
べ
て
の
こ
と
に
は
意
味
が

あ
る
」
と
言
い
ま
す
。
私
た
ち
は

地
震
の
前
日
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ

で
出
発
し
ま
し
た
。
マ
ド
ラ
ス
で

は
皆
さ
ん
が
私
た
ち
の
家
族
の
こ

と
を
心
配
し
て
く
だ
さ
り
、
日
本

で
は
私
た
ち
を
心
配
し
て
く
れ
た

人
た
ち
が
い
ま
し
た
。
そ
し
て
私

は
あ
ら
た
め
て
自
分
が
日
本
人
で

あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

無
事
に
出
発
で
き
た
こ
と
の
意
味

は
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
考
え
、
今
回
の
経
験
を

今
後
に
活
か
せ
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

体体体体体体体体体体
 
体

験験験験験験験験験験

記記記記記記記記記記

験

記

　

一
番
僕
が
勉
強
に
な
っ
た
こ
と

は
、
日
本
の
高
校
と
ア
メ
リ
カ
の

高
校
の
違
い
で
す
。
僕
が
思
っ
た

こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
生
徒
は
意

見
を
し
っ
か
り
持
っ
て
い
て
、
先

生
と
の
距
離
が
近
く
、
そ
し
て
ど

の
授
業
も
皆
楽
し
そ
う
で
し
た
。

そ
う
い
っ
た
所
が
日
本
の
高
校
と

の
違
い
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

と
て
も
感
動
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
マ
ド
ラ
ス
市

の
皆
さ
ん
の
優
し
さ
で
す
。
い
つ

で
も
気
に
か
け
て
く
れ
て
い
て
、

僕
の
意
見
を
一
番
に
聞
い
て
く
れ

ド
ラ
イ
ブ
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど

に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
だ
け
で

な
く
生
徒
に
も
と
て
も
優
し
く
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
　

日
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で
し

１２
た
が
、
書
き
き
れ
な
い
ほ
ど
学
ん

だ
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
で

き
て
と
て
も
良
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与

え
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
こ
の
経
験
を
今

後
の
生
活
に
活
か
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ホホホホホホホホホホ
ーーーーーーーーーー
ムムムムムムムムムム
スススススススススス
テテテテテテテテテテ
イイイイイイイイイイ
をををををををををを
終終終終終終終終終終
ええええええええええ
てててててててててて

 
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
終
え
て

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
、
私
は

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

私
た
ち
が
ア
メ
リ
カ
に
着
い
た
次

の
日
に
日
本
で
は
大
き
な
災
害
が

あ
り
ま
し
た
が
ア
メ
リ
カ
で
楽
し

め
た
こ
と
を
感
謝
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

私
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
な
ん
で
も

話
せ
て
、
笑
顔
が
絶
え
な
い
フ
ァ

ミ
リ
ー
で
し
た
。
そ
ん
な
フ
ァ
ミ

リ
ー
か
ら
優
し
さ
、
家
族
の
大
切

さ
、
心
の
広
さ
、
ま
た
ア
メ
リ
カ

と
日
本
の
違
い
な
ど
様
々
な
こ
と

を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ア
メ

リ
カ
で
第
二
の
家
族
が
で
き
た
こ

と
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
以
外
で
も
街

や
観
光
地
へ
行
っ
た
り
し
て
た
く

さ
ん
の
事
を
知
る
こ
と
が
で
き
て

よ
か
っ
た
で
す
。
今
回
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
で
学
ん
だ
こ
と
は
自
分
に

と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
の
で
今

後
の
生
活
や
人
生
に
活
か
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

 竹  内  杏  奈 さん
たけ うち あん な

（田中）

 渡  邉  萌  香 さん
わた なべ もえ か

（八反田）

 宮  原 　
みや はら

 駿 さん
しゅん

（新張）

 小 
こ

 林 
ばやし

 祐  輝 さん
ゆう き

（新張）

 鳴 
なる

 澤 
さわ

 美 
み

 樹 
き

 子 さん
こ

（下八重原東部）
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子
ど
も
は
生
ま
れ
て
く
る
家
庭
を
選
べ
ま
せ
ん
。
生
ま
れ
て
く
る
地

域
を
選
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
地
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
、

健
や
か
に
育
つ
よ
う
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
つ

く
る
の
は
、
わ
た
し
た
ち
地
域
の
大
人
の
役
目
で
す
。

　

市
で
は
、
教
育
委
員
会
内
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
委
嘱
し

て
い
る　

名
の
青
少
年
補
導
委
員
と
と
も
に
青
少
年
が
健
や
か
に
育
つ

３８

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

①
街
頭
補
導
活
動

　

市
内
の
青
少
年
に
あ
い
さ
つ
の

声
か
け
を
行
い
な
が
ら
、
喫
煙
や

問
題
行
動
等
の
非
行
防
止
に
努
め

て
い
ま
す
。
田
中
駅
周
辺
を
中
心

に
美
化
活
動
や
自
転
車
置
き
場
の

点
検
を
し
な
が
ら
定
期
的
に
巡
回

し
て
い
ま
す
。

　
②
街
頭
啓
発
活
動

　

７
月
、　

月
、
２
月
の
「
全
国

１１

青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
」
に
、

田
中
駅
・
滋
野
駅
・
市
内
ス
ー
パ
ー

な
ど
で
啓
発
物
品
を
配
布
し
な
が

ら
、
市
民
に
広
く
健
全
育
成
の
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③
下
校
時
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

　

市
内
の
青
少
年
下
校
時
、
不
審

者
対
策
及
び
非
行
防
止
対
策
と
し

て
、
通
学
路
を
定
期
的
に
パ
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

④
学
校
訪
問

　

学
校
公
開
日
な
ど
を
利
用
し
、

学
校
訪
問
を
行
い
、
青
少
年
の
現

状
理
解
に
努
め
、
学
校
と
の
連
携

を
図
っ
て
い
ま
す
。

⑤
社
会
環
境
チ
ェ
ッ
ク
活
動

　

市
内
の
コ
ン
ビ
ニ
、
ス
ー
パ
ー
、

施
設
、
店
舗
な
ど
、
青
少
年
の
立

ち
寄
る
場
所
に
つ
い
て
、
定
期
的

に
巡
回
し
、
酒
た
ば
こ
の
販
売
方

法
、
成
人
図
書
の
陳
列
方
法
な
ど
、

健
全
育
成
へ
の
配
慮
状
況
を
調
査

し
、
未
成
年
の
飲
酒
喫
煙
の
防
止
、

万
引
き
防
止
、
た
ま
り
場
に
な
り

に
く
い
環
境
づ
く
り
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　
⑥
青
少
年
健
全
育
成
協
力
店
推
進

　

活
動

　

青
少
年
の
健
全
育
成
を
積
極
的

に
推
進
し
て
く
だ
さ
る
店
舗
に
、

市
で
作
成
し
て
い
る
「
青
少
年
健

全
育
成
協
力
店
シ
ー
ル
」
の
貼
付

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

▲自転車置き場の点検のようす▲街頭啓発活動のようす

▲STOP!未成年者飲酒
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青青青青青青青青青青
少少少少少少少少少少
年年年年年年年年年年
補補補補補補補補補補
導導導導導導導導導導
委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員
のののののののののの

  
青
少
年
補
導
委
員
の

皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆
ささささささささささ
んんんんんんんんんん
をををををををををを
紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
介介介介介介介介介介
しししししししししし
まままままままままま
すすすすすすすすすす

　
　
　

皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

◎は会長、○は副会長（敬称略）

氏　　　名地区

○工　藤　信　廣　

田　

中　

地　

区

原　田　駿　輔

高見澤　正　善

荒　木　重　雄

高　木　美恵子

�　澤　智　子

○土　屋　裕　司　

滋　

野　

地　

区

小河原　　　實

寺　嶋　健　一

掛　川　和　彦

田　中　秀　幸

田　口　貞　明

氏　　　名地区

○唐　澤　宏　員　

祢　

津　

地　

区

倉　島　忠　行

北　澤　富士男

堀　内　久　志

春　原　正　実

田　村　幸　美

○中　村　啓　義　

和　
　

地　
　

区

関　　　四　郎

飯　高　　　格

青　山　寛　子

小　林　節　子

佐　藤　和　子

氏　　　名地区

◎荻　原　慎一郎　
北　

御　

牧　

地　

区

田　丸　賢　一

渡　辺　憲　一

小　林　重　子

渡　辺　弘　美

竹　重　美　杉

　市内５小学校

　市内２中学校

　東御清翔高校

　各校から１名ずつ

　計８名の

　生徒指導担当者

学　
　
　
　
　

校

⑦
連
携

　

青
少
年
セ
ン
タ
ー
は
県
内　

市
１８

に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
全
県
及
び

東
信
地
域
と
常
に
連
携
を
取
り
な

が
ら
、
健
全
育
成
に
つ
い
て
広
域

的
な
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　 
子
ど
も
た
ち
に
明
る
い

 
あ
い
さ
つ
の
声
が
け
を

 
お
願
い
し
ま
す
！

　

青
少
年
の
健
全
育
成
は
一
部
の

委
員
だ
け
で
推
進
出
来
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
い
さ
つ
、
声

か
け
な
ど
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力

を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　

新
学
期
が
始
ま
り
1
ヵ
月
が
経 ▲他市の補導委員との懇談のようす

▲講話のようす

⑧
研
修

　

常
に
最
新
の
状
況
を
把
握
す
る

た
め
に
、
学
校
の
先
生
や
警
察
、

青
少
年
関
係
者
等
を
講
師
に
招
き
、

子
ど
も
た
ち
の
行
動
事
例
や
子
ど

も
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
に

つ
い
て
研
修
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ち
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
少
し

ず
つ
新
し
い
生
活
に
慣
れ
て
く
る

こ
ろ
で
す
。

　

学
校
に
行
く
こ
と
が
と
て
も
楽

し
み
な
子
ど
も
、
新
し
く
始
ま
っ

た
生
活
に
う
ま
く
な
じ
め
ず
不
安

を
抱
え
て
い
る
子
ど
も
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

地
域
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
目

配
り
、
気
配
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
青
少
年
セ
ン
タ
ー

　

（
生
涯
学
習
課　

青
少
年
男
女
共
生
係
）

　

�　

－

５
９
０
６

６４
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東
御
市
交
通
少
年
団
は
、
市
内
各
小
学

校
の
５
・
６
年
生
５
名
ず
つ
の
合
計　

名
５０

（
定
員
）
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
小
学
校
の

交
通
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
啓
発
活
動
の
た
め

に
、
上
田
交
通
安
全
協
会
東
御
部
会
の
協

力
を
得
て
、
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
、
道
の
駅
な
ど
で
ド

ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全
レ
タ
ー
を
手
渡
す

「
交
通
安
全
レ
タ
ー
作
戦
」
や
市
民
ま
つ

り
の
踊
り
連
に
参
加
し
て
行
う
交
通
安
全

の
呼
び
か
け
、
交
通
安
全
関
係
施
設
へ
の

視
察
研
修
、
夜
間
の
歩
行
者
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
靴
の
か
か
と
に
反
射
シ
ー

ル
を
貼
り
付
け
る
「
ピ
カ
ピ
カ
ペ
ッ
タ
ン

コ
作
戦
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
活
動
を
通
し
て
、
交
通
ル
ー
ル
の
重
要

性
や
事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
と
と
も
に
、
他
の
小
学
校
の
団
員
と

の
よ
い
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

交
通
少
年
団
だ
か
ら
こ
そ
体
験
で
き
る

活
動
や
見
学
で
き
る
施
設
な
ど
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
２
年
間
活
動
に
参
加
し
、
退

団
し
た
平
成　

年
度
団
長
の
活
動
を
振
り

２２

返
っ
た
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
作
文

を
読
ん
で
少
し
で
も
交
通
少
年
団
に
興
味

を
持
っ
た
み
な
さ
ん
は
是
非
、
交
通
少
年

団
の
一
員
と
な
り
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
。

  
新
し
い
団
員
が

　
　

仲
間
入
り
し
ま
し
た

　

４
月　

日
勤
労
者
会
館
で
、
新
た
に　

１６

１４

名
を
加
え
入
団
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
、
丸
山
交
番
所
長
か
ら
「
交

通
少
年
団
の
み
な
さ
ん
の
地
道
な
活
動
が

地
域
の
事
故
を
へ
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
く
の
で
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
の
講
話
が
あ
り
、
最
後
に
規
律
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

　

団
員
た
ち
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
規
律

訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

「
交
通
少
年
団
の

　
　
　
　
　

思
い
出
」

　
　

平
成　

年
度
団
長

２２

　

田
中
小
学
校　
 
菊  
池 　
 
拓  
人 　

き
く 

ち 

ひ
ろ 

と

　

交
通
少
年
団
に
入
る
こ
と
を
決
め
た
こ

と
が
、
ず
い
ぶ
ん
な
つ
か
し
く
思
え
ま
す
。

初
め
て
参
加
し
た
と
き
は
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
で
緊
張
し
、
あ
ま
り
話
が
耳
に
入
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
頃
は
、
一
緒
に
入

団
し
た
と
て
も
仲
の
良
か
っ
た
友
達
が
い

た
こ
と
が
、
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
と
き
は
ま
だ
、
自
分
が
六
年
生

で
団
長
に
な
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

二
月
に
前
団
長
か
ら
そ
の
役
目
を
引
き

つ
ぐ
際
、
少
年
団
の
歴
史
あ
る
団
旗
を
手

に
し
た
と
き
の
重
み
は
、
今
も
鮮
明
に
覚

え
て
い
ま
す
。
こ
の
自
分
に
こ
ん
な
大
役

が
務
ま
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
ガ
チ
ガ
チ
に

緊
張
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

夏
の
暑
い
日
、
道
の
駅
で
事
故
を
な
く

す
た
め
の
呼
び
か
け
を
し
ま
し
た
。
知
ら

な
い
方
に
、
安
全
運
転
を
願
う
手
紙
を
渡

す
こ
と
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、「
ご
苦
労

様
」
と
温
か
い
言
葉
を
か
け
て
も
ら
い
、

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
交
通
少
年
団
の
み
ん

な
と
一
緒
に
市
民
祭
り
に
も
参
加
し
、
他

の
人
と
の
関
わ
り
も
ま
た
少
し
良
く
な
っ

た
気
が
し
ま
す
。

　

マ
ツ
ヤ
に
て
、
反
射
材
を
配
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
知
ら
な
い
人
に
配
る
の

は
、
か
な
り
照
れ
く
さ
か
っ
た
で
す
。

　

ぼ
く
達
も
い
よ
い
よ
退
団
で
す
。
次
は
、

後
輩
の
五
年
生
た
ち
が
交
通
少
年
団
の
先

頭
に
立
っ
て
、
今
の
四
年
生
や
地
域
の
人

に
い
ろ
い
ろ
な
事
を
教
え
て
く
れ
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
二
年
間
で
、
新
し
い
友
達

も
で
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
少
年
団
に
入

っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
人
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲「敬礼！」みんなビシッときまっています

▲高速道路交通警察隊の視察研修

▲花岡市長から委嘱書が手渡されました



　

今
年
度
、
不
定
期
で
す
が
食
育
市
民
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
か
ら
食
育
に
つ
い
て
発
信
し
て
い

き
ま
す
。
初
回
は
、（
農
）北
御
牧
村 
味
の
研

究
会
の
井
出
さ
ん
に
思
い
を
寄
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

  
本
物
の
味
を
伝
え
た
い

　
　
　
　

（
農
） 北
御
牧
村
味
の
研
究
会　

井
出　

容
子　

　

味
の
研
究
会
は
、
子
ど
も
達
に
安
全
・
安

心
な
も
の
を
食
べ
さ
せ
た
い
と
の
思
い
か
ら

出
来
上
が
っ
た
会
で
す
。
会
で
は
、
小
学
校

の
み
そ
づ
く
り
、
豆
腐
作
り
の
お
手
伝
い
は

も
ち
ろ
ん
、
保
育
園
の
子
ど
も
達
に
も
豆
腐

づ
く
り
の
体
験
、
婦
人
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
料

理
講
習
会
へ
の
参
加
等
を
通
し
て
、
食
育
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　　

み
そ
づ
く
り
や
豆
腐
づ
く
り
の
時
子
ど
も

達
に
、
ゆ
で
た
豆
、
つ
ぶ
し
た
豆
や
こ
う
じ

が
甘
い
こ
と
を
実
感
し
て
も
ら
い
ま
す
。
青

く
さ
い
「
呉
汁
」
が
甘
く
な
る
こ
と
や
に
が

り
の
に
が
さ
を
体
感
し
て
、
本
物
の
味
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

13 （２０１１年５月）

とうみ

　  
自
分
で
作
れ
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　

感
動
！

　

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
で
み
そ
や
豆
腐
づ

く
り
が
で
き
る
こ
と
に
と
て
も
驚
き
、
感
動

し
ま
す
。
そ
の
喜
び
の
顔
を
見
る
こ
と
が
私

達
の
明
日
へ
の
活
力
と
な
り
ま
す
。
買
っ
て

き
た
も
の
は
確
か
に
い
ろ
い
ろ
な
味
付
け
が

し
て
あ
っ
て
お
い
し
い
で
す
。
し
か
し
、
自

分
の
手
で
作
る
も
の
に
は
、
特
別
な
お
い
し

さ
が
あ
る
事
を
一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
達

に
知
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
２
月
に
『
北
御
牧
味
の
研
究
会
』
の

委
託
み
そ
加
工
場
で
、
み
ま
き
っ
子
体
験
ク

ラ
ブ
に
よ
る
み
そ
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

み
ま
き
っ
子
体
験
ク
ラ
ブ
は
、
合
併
以
前

か
ら
、
行
政
、
Ｊ
Ａ
、
各
種
団
体
の
協
力
に

よ
り
、
農
業
、
文
化
、
歴
史
な
ど
か
ら
、
子

ど
も
た
ち
が
今
を
学
び
、
食
育
の
学
び
に
も

通
じ
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

食
育
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
親
子
で

の
食
品
加
工
や
料
理
教
室
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
少
人
数
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
保
健
課
保
健
係　

�　

－

８
８
８
２

６４

▲みそ作りのようす
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定
住
自
立
圏
構
想
と
は
、
今
後
、
我
が

国
の
人
口
が
急
速
に
減
少
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
中
、
中
心
市
（
注
１
）
と
そ
の

周
辺
市
町
村
が
人
口
定
住
の
た
め
に
「
集

約
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
考
え
方
に
立
ち
、

中
心
市
に
お
い
て
生
活
に
必
要
な
都
市
機

能
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
市
町
村

に
お
い
て
必
要
な
生
活
機
能
を
確
保
し
、

中
心
市
と
周
辺
市
町
村
が
互
い
に
連
携
・

協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
圏
域
全
体
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
く
、
国
の
施
策
で
す
。

　

現
在
、
東
御
市
に
お
い
て
は
、
従
来
か

ら
住
民
が
往
来
し
、
相
互
に
恩
恵
を
享
受

し
な
が
ら
地
域
を
形
成
し
て
き
た
上
田
地

域
と
佐
久
地
域
の
両
圏
域
に
お
い
て
、
定

住
自
立
圏
の
形
成
に
向
け
、
関
係
市
町
村

と
協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
注
１
）
中
心
市
…
人
口
５
万
人
以
上
、

　
　

昼
夜
間
人
口
比
率
が
１
以
上
の
市

　

中
心
市
宣
言

　

中
心
市
宣
言
は
、
周
辺
に
あ
る
市
町
村

と
地
域
全
体
に
お
け
る
人
口
定
住
の
た
め

に
連
携
し
よ
う
と
す
る
中
心
市
が
、
圏
域

と
し
て
必
要
な
生
活
機
能
の
確
保
に
関
し

て
中
心
的
な
役
割
を
担
う
意
思
を
有
す
る

こ
と
等
を
明
ら
か
に
し
、
公
表
す
る
も
の

で
す
。

　

定
住
自
立
圏

　
　

形
成
協
定
の
締
結

　

中
心
市
宣
言
を
行
っ
た
中
心
市
と
、
そ

の
周
辺
に
あ
る
市
町
村
が
、
人
口
定
住
の

た
め
に
必
要
な
生
活
機
能
の
確
保
に
向
け

て
、
議
会
の
議
決
を
得
て
１
対
１
で
締
結

す
る
協
定
で
す
。

　

協
定
の
締
結
に
あ
た
っ
て
は
、「
生
活

機
能
の
強
化
」、「
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
」、「
圏
域
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
能
力
の
強
化
」
の
３
つ
の
分
野
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
１
以
上
の
取
り
組
み
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

定
住
自
立
圏

　
　

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

　

協
定
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
取
組
項
目

に
基
づ
き
、
民
間
や
地
域
の
関
係
者
を
構

成
員
と
し
た
「
圏
域
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談

会
」
で
検
討
を
行
い
、
中
心
市
が
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

　

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
、
圏
域
の
名
称
、

具
体
的
な
取
組
事
項
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

が
記
載
さ
れ
、
定
住
自
立
圏
の
取
り
組
み

は
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿
っ
て
推
進
さ
れ

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課
企
画
政
策
係　

�　

－

５
８
９
３

６４

これまでの取組経過と今後の予定

佐　久　圏　域上　田　圏　域

◆平成２２年１２月～３月

・取組事項に関する

　調査、研究

・圏域形成に向けた推

進体制、想定取組項

目の検討

◆平成２２年７月～１２月

・取組事項に関係する

調査、研究

・圏域形成に向けた推

進体制、想定取組項

目の検討

◆平成２３年１月～２月

・中心市宣言の検討

◆平成２３年２月３日

・中心市宣言 （上田市）

取 組 状 況

・中心宣言書の検討

・中心市宣言 （佐久市）

・定住自立圏形成協定

の締結

・定住自立圏共生

　ビジョンの策定

・定住自立圏形成協定

の締結

・定住自立圏共生

　ビジョンの策定
今後の予定
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とうみ

農
業
委
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

　

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
４
月
１
日
付
け
で

　

名
の
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

２１
　

農
業
委
員
会
で
は
、
委
員
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
地
区
を
受
け
持
っ
て
い

ま
す
。
農
地
な
ど
に
関
す
る
相
談
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
地
区
の
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
・
カ
ッ
コ
内
は
担
当
地
区
）

会
長
あ
い
さ
つ

  
関 　
　
 
和  
登 

せ
き 

か
ず 

と

（
海
善
寺
・
曽
根
・

　

日
向
が
丘
・
海

　

善
寺
北
・
睦
区
）

  
田  
中  
喜  
美  
夫 

た 

な
か 

き 

み 

お

（
田
沢
・
西
入
・

　

東
入
）

  
神  
津 　
 
敬  
次 

こ
う 

づ 

け
い 

じ

（
東
上
田
・
寺
坂
）

会
長
職
務
代
理

  
武  
田 　
 
雄  
興 

た
け 

だ 

ゆ
う 
こ
う

（
常
田
・
田
中
・

　

県
・
城
ノ
前
）

会
長

  
小  
山 　
 
貞  
光 

こ 

や
ま 

さ
だ 
み
つ

（
上
八
重
原
・
田

　

楽
平
）

  
笹 
さ
さ 
平 
だ
い
ら 
千  
賀  
子 

ち 

か 

こ

（
下
八
重
原
西
・

　

下
八
重
原
東
）

  
堀  
口 　
 
雅  
人 

ほ
り 
ぐ
ち 

ま
さ 
ひ
と

（
西
宮
・
姫
子
沢
）

  
吉  
池 　
 
一  
喜 

よ
し 
い
け 

か
ず 

き

（
切
久
保
・
八
反

　

田
・
大
日
向
・

　

光
ヶ
丘
）

  
花  
岡  
美  
千  
夫 

は
な 
お
か 

み 

ち 

お

（
別
府
・
原
口
・

　

聖
）

  
楢  
原  
由  
紀  
子 

な
ら 
は
ら 

ゆ 

き 

こ

（
新
張
・
湯
の
丸
・

　

滝
ノ
沢
・
奈
良

　

原
）

  
武  
井 　
 
繁  
剛 

た
け 

い 

し
げ 
た
か

（
御
牧
原
南
部
・

　

御
牧
原
北
部
・

　

御
牧
台
）

　

こ
の
度
の
改
選
に
伴
い
、
農
業

委
員
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

東
御
市
の
農
業
発
展
の
た
め
に
、

職
務
を
全
う
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　

今
、
日
本
は
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
壊
滅
的
被
害
と
原
発
事
故
に

よ
り
、
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
深
刻

な
状
況
で
あ
り
ま
す
。
犠
牲
者
の

方
々
、
被
災
者
の
皆
様
に
は
、
謹

ん
で
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
農
業
委
員
は
東
御
市
の

地
域
農
業
の
振
興
、
担
い
手
の
強

化
に
向
け
て
取
り
組
み
、「
遊
休
農

地
の
発
生
防
止
と
解
消
の
強
化
」、

「
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
の
強
化
」

な
ど
、
優
良
農
地
の
確
保
と
、
効

率
的
な
利
用
を
図
り
、
魅
力
的
な

地
域
農
業
の
活
性
化
に
努
め
、
地

域
農
業
発
展
の
た
め
に
、
農
業
委

員
一
同
、
農
業
の
確
立
に
向
け
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
関
係
各
位
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

�　

－

０
５
３
５

６４

  
山  
本 　
　

や
ま 
も
と

 
清 
き
よ
し

（
加
沢
）

  
大  
熊 　
 
節  
男 

お
お 
く
ま 

せ
つ 

お

（
布
下
・
常
満
・

　

島
川
原
・
羽
毛

　

山
・
郷
仕
川
原
・

　

牧
ヶ
原
）

  
長  
谷  
川  
芳  
司 

は 

せ 

が
わ 
よ
し 

じ

（
出
場
・
金
井
・

　

リ
ー
ド
リ
ー
鞍

　

掛
・
鞍
掛
自
治

　

区
）

  
土  
屋 　
 
俊  
明 

つ
ち 

や 

と
し 
あ
き

（
桜
井
・
大
石
・

　

乙
女
平
・
王
子

　

平
）

  
竹  
内 　
 
宣  
嘉 

た
け 
う
ち 

の
ぶ 
よ
し

（
大
川
・
栗
林
・

　

東
深
井
・
西
深

　

井
）

  
山  
浦 　
 
尚  
武 

や
ま 
う
ら 

な
お 
た
け

（
本
下
之
城
・
田

　

之
尻
・
宮
・
畔

　

田
）

  
� 
や
な
ぎ 

澤 　
　

さ
わ

 
實 
み
の
る

（
中
八
重
原
・
山

　

崎
・
芸
術
む
ら
）

  
小 こ 
林 
ば
や
し　
 
正  
和 

ま
さ 
か
ず

（
新
屋
・
東
町
・

　

祢
津
南
・
伊
勢

　

原
）

  
若 
わ
か 
林 
ば
や
し　
 
英  
行 

ひ
で 
ゆ
き

（
赤
岩
・
片
羽
・

　

中
屋
敷
）

  
小 こ 
林 
ば
や
し　
 
茂  
夫 

し
げ 

お

（
本
海
野
・
西
海

　

野
）
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東
御
市
保
健
補
導
員
会
だ
よ
り

田
中
地
区
保
健
補
導
員　

竹
村　

久
美
子　

　

み
な
さ
ん
は
「
A
E
D
」
と
は
何
か
ご

存
知
で
す
か
？

　

自
動
体
外
式
除
細
動
器
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
す
。

　

近
年
、
人
が
多
く
集
ま
る
公
共
の
場
に

は
こ
の
「
A
E
D
」
が
設
置
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
周
り

に
い
る
人
た
ち
が
こ
の
使
い
方
を
知
ら
な

い
の
で
は
何
の
意
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。
一

人
で
も
多
く
の
方
が
使
用
方
法
を
知
っ
て

い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
せ
め
て
私
た
ち

保
健
補
導
員
は
最
低
限
の
知
識
と
し
て
知

っ
て
お
き
た
い
、
と
い
う
考
え
の
も
と
に

講
習
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
始
め
に
「
A
E
D
」
と
は
何
か
を

大
ま
か
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

重
要
な
の
は
「
A
E
D
」
は
心
停
止
の
状

態
に
お
い
て
万
能
な
機
械
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
心
臓
が
け
い
れ
ん
し
、

血
液
を
流
す
機
能
を
失
っ
た
状
態
（
心
室

細
動
）
の
み
に
有
効
な
機
械
で
あ
り
、
あ

く
ま
で
も
心
肺
蘇
生
法
が
基
本
で
「
A
E

D
」
は
補
助
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
A
E
D
」
は
話
す
機
械
な
の
で

音
声
に
従
っ
て
落
ち
着
い
て
、
指
示
通
り

に
す
れ
ば
よ
い
こ
と
な
ど
を
話
し
て
い
た

だ
き
、
４
つ
の
班
に
分
か
れ
て
、
保
健
補

導
員
O
B
会
の
方
に
も
指
導
し
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
合
間
に
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
も

入
れ
て
、
実
際
に
「
A
E
D
」
を
操
作
し

て
み
ま
し
た
。
受
講
者
の
半
数
近
く
の
方

が
、
実
践
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
倒
れ
て
い
る
人
を
見
つ
け
た
時

の
行
動
手
順
、
救
急
車
が
来
る
ま
で
ど
う

し
て
い
た
ら
い
い
か
を
も
う
一
度
復
習
し
、

講
習
を
終
え
ま
し
た
。

　

大
変
に
有
効
な
研
修
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
万
一
、
人
が
倒
れ
て
い
る
場
面
に
遭

遇
し
た
と
き
に
、
慌
て
ず
適
切
な
行
動
を

す
る
に
は
こ
の
よ
う
な
研
修
を
何
度
か
繰

り
返
し
、
自
信
を
つ
け
て
お
く
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
機
会
あ
る
ご
と
に
講
習
・
復
習

を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

「
私
た
ち
の
や
る
こ
と
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
。
一
般
の
方
の
ご
協
力
を
ぜ
ひ
お

願
い
致
し
ま
す
」
と
、
消
防
隊
員
で
あ
る

講
師
の
方
が
言
わ
れ
た
の
が
と
て
も
印
象

に
残
り
ま
し
た
。

開
催
日：

平
成　

年
２
月　

日 （
金
）

２３

２５

テ
ー
マ：

A
E
D
講
習
会

講　

師：

上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部
東
御
消
防
署　

美
齊
津
麻
衣
氏　

他
１
名

協　

力：

保
健
補
導
員
O
B
会

こ
れ
ま
で
の
活
動
内
容
と
今
後
の
活
動
予
定

　

★
A
E
D
講
習
会
・
検
診
に
つ
い
て
の
勉
強
会
（
２
月　

日
）

２５

　

★
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル
に
て
委
嘱
式
・
活
動
報
告
会
（
４
月　

日
）

１１

今
後
の
予
定

　

★
合
同
研
修
会
「
自
分
た
ち
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
よ
う
（
仮
題
）」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
５
月　

日
）

１６

▲みんな真剣です

▲ＡＥＤ（自動体外式除細動器）

▲講演のようす
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
自
立
し
た
生
活
が
営
め
る
よ
う
、

必
要
に
応
じ
て
生
活
状
態
を
適
切

に
把
握
し
、
相
談
を
受
け
、
助
言

を
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

の
情
報
提
供
を
す
る
な
ど
の
援
助

を
し
ま
す
。
ま
た
、
社
会
福
祉
事

業
や
活
動
の
支
援
な
ど
様
々
な
住

民
福
祉
の
増
進
を
図
る
活
動
を
す

る
た
め
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
す
。

　

常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
、

人
権
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
し

な
が
ら
、
担
当
す
る
区
域
の
皆
さ

ん
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
援
助

を
行
う
、
無
報
酬
で
活
動
し
て
い

る
委
員
で
す
。

　

市
で
は
、
田
中
地
区　

人
、
滋

２０

野
地
区　

人
、
祢
津
地
区　

人
、

１３

１２

和
地
区　

人
、
北
御
牧
地
区　

人

１４

１６

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
担
当

区
域
を
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
児
童
の
福
祉
に
関
す
る
こ
と

を
専
門
的
に
担
当
す
る
主
任
児
童

委
員
が
、
田
中
地
区
１
人
、
滋
野

地
区
１
人
、
祢
津
地
区
１
人
、
和

地
区
１
人
、
北
御
牧
地
区
２
人
、

そ
れ
ぞ
れ
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
制
度
が
創
設　

周
年

９０

を
迎
え
た
平
成　

年
に
、
行
動
宣

１９

言
を
「
広
げ
よ
う　

地
域
に
根
ざ

し
た　

思
い
や
り
」
と
掲
げ
ま
し

た
。
安
全
で
安
心
な
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
全
国
約　

万
２３

人
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
低
所
得
者

の
生
活
支
援
の
施
策
と
し
て
、
現

「
生
活
福
祉
資
金
」
貸
付
制
度
の

実
現
な
ど
先
駆
的
・
積
極
的
な
展

開
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。「
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
日　

活
動
強

化
週
間
」
は
、
よ
り
多
く
の
人
々

に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

を
知
っ
て
い
た
だ
く
期
間
で
も
あ

り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

民
生
児
童
委
員
協
議
会
事
務
局

　

福
祉
課
福
祉
推
進
係

　

�　

－

８
８
８
８

６４

  
民
生
委
員
・
児
童
委
員
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　

何
で
す
か
？

 
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

 
活
動
強
化
週
間

 
５
月　

日（
木
）〜　

日（
水
）

１２

１８

●問い合わせ先　市民課　生活環境係　�64－5896
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▲北御牧保育園

  
ご
入
園
、
ご
入
学

　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

４
月
２
日
市
内
各
保
育
園
、
く
る
み
幼
稚
園
で
入
園
式
が
行
わ
れ
、

２
２
５
名
が
入
園
し
ま
し
た
。
ま
た
、
６
日
午
前
に
市
内
各
小
学
校
、

午
後
に
は
市
内
各
中
学
校
の
入
学
式
が
行
わ
れ
、
小
学
校
２
９
５
名
、

中
学
校
３
１
８
名
が
新
た
に
学
校
の
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

▲和保育園

▲北御牧中学校 ▲東部中学校

▲北御牧小学校 ▲祢津小学校 ▲滋野小学校 ▲田中小学校

  
東
御
市
の
安
全
安
心
を
守
る

  
警
察
、
消
防
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

●
東
御
市
警
部
交
番

　
 
丸  
山 　
 
一  
宏 　

所
長　

ま
る 
や
ま 

か
ず 
ひ
ろ

　
　
 
柄  
澤 　
 
豊  
彦 　

主
任

か
ら 
さ
わ 

と
よ 
ひ
こ

　
　
 
梶  
田 　
 
雅  
紀 　

主
任

か
じ 

た 

ま
さ 
の
り

　
　
 
豊  
田 　
 
尚  
也 　

主
任

と
よ 

だ 

な
お 

や

　
　
 
高  
橋 　
 
義  
樹 　

所
員

た
か 
は
し 

よ
し 

き

　
　
 
菊  
池 　
 
祐  
也 　

所
員

き
く 

ち 

ゆ
う 

や

　
　
 
田  
邊 　
 
康  
平 　

所
員

た 

な
べ 

こ
う 
へ
い

　
　
 
飯  
塚 　
 
拓  
也 　

所
員

い
い 
づ
か 

た
く 

や

　
　
 
籠  
田 　
 
清  
隆 　

所
員

か
ご 

た 

き
よ 
た
か

　
　
 
酒  
井 　
　

さ
か 

い

 
勝 　

交
番
相
談
員

ま
さ
る

　
　
 
油  
井 　
 
一  
夫 　

交
番
相
談
員

ゆ 

い 

か
ず 

お

●
駐
在
所

　

・
大
日
向
駐
在
所

　
　
 
深  
澤 　
 
栄  
治 　

主
任

ふ
か 
さ
わ 

え
い 

じ

　

・
八
重
原
駐
在
所

　
　
 
小 こ 
林 

ば
や
し　
 
郁  
夫 　

主
任

い
く 

お

▲東御市警部交番の皆さん

●
東
御
消
防
署

　
 
中  
村 　
　

な
か 
む
ら

 
至 　

署
長

い
た
る

・
庶
務
係　

　
 
小 こ 
林 
ば
や
し　
 
恒  
久 　

副
署
長
兼
係
長

つ
ね 
ひ
さ

・
予
防
係

　
 
笠  
原 　
 
正  
廣 　

係
長

か
さ 
は
ら 

ま
さ 
ひ
ろ

・
危
険
物
係

　
 
高  
寺 　

た
か 
て
ら

 
修 
し
ゅ
う 
一 　

係
長

い
ち

・
警
防
担
当
係

　
 
石  
井 　
 
重  
男 　

副
署
長
兼
係
長

い
し 

い 

し
げ 

お

・
警
防
担
当
係

　
 
武  
舎 　
 
�  
夫 　

係
長

む 

し
ゃ 

の
り 

お

・
救
急
係

　
 
田  
中 　
 
基  
継 　

副
署
長
兼
係
長

た 

な
か 

も
と 
つ
ぐ
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平成23年度 各区の公民館事業等を運営していただく、
分館長の皆さんをご紹介します

　※◎は地区分館長会会長、○は地区分館長会副会長 （敬称略）

氏　　　名分館名

上　原　忠　雄加　　沢

田　

中　

地　

区

丸　山　一　徳常　　田

　小　林　直　樹　田　　中

高見澤　正　善県

堀　内　秀　光本 海 野

○重　田　幸　男　西 海 野

戸　田　時　彦白 鳥 台

◎小田切　洋　子　城 ノ 前

佐　藤　咲　男赤　　岩

滋　
　

野　
　

地　
　

区

須　田　英　雄片　　羽

○和　田　憲　治　桜　　井

�　沢　登　美大　　石

竹　内　栄　一中 屋 敷

◎阿　部　欣　史　別　　府

小野沢　潤一郎原　　口

相　良　栄美子聖

桑　原　洋　市乙 女 平

千　野　　　静王 子 平

長　張　好　光奈 良 原祢 
津 
地 
区

◎森　　　　　勝　横　　堰

南　沢　文　男新　　張

○花　岡　修　一　出　　場

氏　　　名分館名

赤　尾　尚　敏上八重原

北　
　
　
　

御　
　
　
　

牧　
　
　
　

地　
　
　
　

区

安　原　光　雄田 楽 平

松　田　牧　人中八重原

田　丸　賢　一山　　崎

荒　井　喜　一下八重原西部

鳴　澤　一　登下八重原東部

◎近　藤　　　弘　芸術むら

塚　原　恭　子白　　樺

大　塚　幸　隆切 久 保

大　井　章　次八 反 田

渡　邉　　　忠本下之城

竹　内　広　幸田 之 尻

青　木　和　幸宮

小　林　　　裕畔　　田

○小　林　修　一　御牧原南部

上　原　　　晃御牧原北部

山　浦　正　一御 牧 台

田　中　良　昭布　　下

真　田　賢一郎常　　満

小　山　泰　治島 川 原

山　崎　保　徳大 日 向

佐々木　秀　男光 ケ 丘

岩　下　一　茂羽 毛 山

結　城　洋　司郷仕川原

山　田　由　一牧 ケ 原

氏　　　名分館名

小　林　義　孝金　　井

祢　

津　

地　

区

小　林　俊　一新　　屋

坂　口　昭　二東　　町

斉　藤　正　宏西　　宮

斉　藤　邦　彦滝 の 沢

北　澤　高　見姫 子 沢

斉　藤　英　世祢 津 南

五十嵐　　　徹伊 勢 原

河　瀬　至　宏東 上 田

和　
　
　
　
　

地　
　
　
　
　

区

加　藤　春　樹田　　沢

工　藤　勝　治大　　川

武　舎　健　一栗　　林

五十嵐　不二夫海 善 寺

谷　口　　　博曽　　根

水　科　　　保海善寺北

深　井　　　明東 深 井

大　嶋　章　一西 深 井

竹　内　良　久東　　入

滝　沢　宏　行西　　入

青　木　　　篤日向が丘

○小　山　敏　衛　寺　　坂

◎町　田　佳　彦　睦

公
民
館
長

・ 
関 　
　
 
文 
彦
   

（
中
央
公
民
館
）

せ
き 

ふ
み 
ひ
こ

社
会
教
育
指
導
員

・ 
荒  
木 　
　

正

あ
ら 

き

   

（
中
央
公
民
館
）

た
だ
し

　
　

男
女
共
同
参
画

　
　

田
中
地
区
生
涯
学
習
担
当

・ 
市  
川 　
 
正  
臣 

い
ち 

か
わ 

ま
さ 

お
み

　
　

（
滋
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

　
　

滋
野
地
区
生
涯
学
習
担
当

・ 
土  
屋 　
 
裕  
司 
（
祢
津
公
民
館
）

つ
ち 

や 

ゆ
う 

じ

　
　

祢
津
地
区
生
涯
学
習
担
当

・ 
深  
井 　
 
佳  
人 

ふ
か 

い 

よ
し 

と

　
　

（
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

　
　

和
地
区
生
涯
学
習
担
当

・ 
渡  
邉 　
 
正  
喜 
（
北
御
牧
公
民
館
）

わ
た 
な
べ 

ま
さ 

き

　
　

北
御
牧
地
区
生
涯
学
習
担
当

・ 
土  
屋 　
 
文  
彦 

つ
ち 

や 

ふ
み 
ひ
こ

　
　

（
東
部
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
）

　
　

人
権
同
和
教
育
担
当

指
導
主
事

・ 
牛  
山 　
 
廣  
司 

う
し 
や
ま 

ひ
ろ 

し

　
　

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

　
　

学
校
教
育
指
導
主
事

　
　

教
育
相
談
員

行
政
相
談
委
員

　

行
政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
を

お
聴
き
し
、
そ
の
実
現
や
解
決
に

応
じ
て
い
ま
す
。

・ 
田  
中 　
　

た 

な
か

 
透 

と
お
る

　
　

東
部
地
区
担
当

・ 
青  
木 　
 
英  
昭 

あ
お 

き 

ひ
で 
あ
き

　
　

北
御
牧
地
区
担
当

人
権
擁
護
委
員

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る

人
権
侵
害
（
家
庭
内
や
近
隣
で
の

困
り
ご
と
な
ど
）
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

・ 
柳 
や
な
ぎ 

澤 　
 
秀  
樹 

さ
わ 

ひ
で 

き

　
　

田
中
地
区
担
当

・ 
今 
い
ま 
泉 　
い
ず
み

 
叡 
え
い 
子 こ

　
　

田
中
地
区
担
当

・ 
岡  
本 　
 
眞  
一 

お
か 
も
と 

し
ん 
い
ち

　
　

滋
野
地
区
担
当

・ 
土  
屋 　
 
哲  
夫 

つ
ち 

や 

て
つ 

お

　
　

祢
津
地
区
担
当

・ 
山  
丸 　
 
洋  
子 

や
ま 
ま
る 

よ
う 

こ

　
　

和
地
区
担
当

・ 
村  
田 　
 
尚  
志 

む
ら 

た 

た
か 

し

　
　

北
御
牧
地
区
担
当

・ 
荻  
原  
愼  
一  
郎 

お
ぎ 
は
ら 
し
ん 
い
ち 
ろ
う

　
　

北
御
牧
地
区
担
当

・ 
渡  
邉 
け
さ 
代 

わ
た 
な
べ 

よ

　
　

北
御
牧
地
区
担
当

 
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

　

生
涯
学
習
を
は
じ
め
、
人
権
同
和
教
育
、
教
育
、
保
育
、
青
少
年
育

成
活
動
な
ど
の
推
進
や
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。　
　
　
　

（
敬
称
略
）
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誕生日おめでとう！（ 5 月生まれ）

 堀  内 　 創  史 くん （本海野）
ほり うち そう し

（１歳、H２２．５．１７生）

　そうしくん１歳のおたんじょうびおめ

でとう。風邪や大きなケガもなく今日ま

で、大きくなってくれてありがとう。こ

れからも、たくさん食べてたくさん遊ん

で、心も身体も大きくなってね。

 若 
わか

 林 
ばやし

　 蒼  空 くん （睦）
そ ら

（２歳、H２１．５．９生）

　そらくん、おたんじょう日おめでと

う！女の子にまちがわれることが多いそ

らですが、車や仮面ライダーオーズなど、

男の子らしいものや遊びが大好きです。

毎日、元気よく楽しく過ごそうネ�

 劉 
りゅう

　　 凰  輝 くん  （大石）
おう き

（１歳、H２２．５．２０生）

　１歳のお誕生日おめでとう�離乳食を

沢山食べるし、夜泣きもせず毎日おりこ

うさんな凰くんにママは大助かりです！

これからも元気１００倍な凰くんでいてね。

 池  田 　 蕾  馬 くん （日向が丘）
いけ だ らい ま

（２歳、H２１．５．９生）

　蕾馬２歳☆お誕生日おめでとう�一番

近くで蕾馬の成長が見られて、本当に幸

せだよ。いつも笑顔でＨＡＰＰＹにさせ

てくれてありがとう☆いっぱい遊んで

踊って、元気に育ってね♪

 岡  野 　 芭  音 ちゃん （大川）
おか の は のん

（１歳、H２２．５．７生）

　�お誕生日おめでとぉ�いっぱい歩く

ようになって、お姉ちゃんともいっぱい

遊べるようになって良かったネ。これか

らも姉妹仲良く、スクスクと大きくなっ

てね�

 山 
やま

 岸 　
ぎし

 和 
な

 奈 ちゃん （常田）
な

 （２歳、H２１．５．１２生）

　色々な表情をみせてくれる和奈ちゃん。

演技かかった仕草がかわいくて、みてい

ると笑顔になっちゃう�これからも周り

を和ませてね�

 池  田 　 一  翔 くん （西海野）
いけ だ かず と

（２歳、H２１．５．１５生）

　２歳のお誕生日おめでとう！歌が大好

きな一翔。最近は替え歌で皆を楽しませ

てくれるね。これからも元気に大きく

なってね�

☆募集します!!☆　（対象者６月生まれの３歳まで）
　写真 （うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名 （ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント５０字程度を添えて企画課
広報担当までお送りください。記載漏れのあるものは掲載いたしかねます。なお紙面の都合上適宜編集いたしますのでご了承く
ださい。締め切りは、５月１３日 （金） 必着。

 別  府 　 美  昊 ちゃん （大石）
べっ ぷ み そら

（２歳、H２１．５．１６生）

　美昊ちゃん�お誕生日おめでとう�い

つも沢山の元気と笑顔をありがとう！お

歌大好き�かけっこ大好き�これからも

元気にすくすく大きくなってね�

 �  藤 　 澄  海 くん （原口）
たか とう す かい

（２歳、H２１．５．２６生）

　だんだん男の子らしく、やんちゃに

なってきたね。何でもお兄ちゃんの物を

ほしがるすーちゃん。１日１日成長して

いく姿がとても楽しみです。お兄ちゃん

と一緒に元気いっぱい頼もしくなあれ�

 古  市 　 流  己 くん （常田）
ふる いち る き

（２歳、H２１．５．３０生）

　☆祝２歳☆お誕生日おめでとう☆☆☆

まいったなまいったぜ流己のすべてが好

きすぎて～ぇ♪流己、だーい好き�
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とうみ

●材料（４人分）
なす（小）  …………………………６個
豚バラ肉（薄切り）  ………………６枚
トマト（大）  ………………………１個
レタス  ……………………………1/3個
薬味だれ
　ねぎ ………………………………１５㎝

　ピーマン（赤、緑）  ……各1と1/2個
　青じそ ……………………………６枚
　めんつゆ  …………………2/3カップ
�作り方
①なすはヘタを残してガクの縁をぐる
りと切り取り、皮をむく（全部はむ
かない）。豚肉を少し斜にしてぴっ
たりと巻きつける。

②薬味だれのねぎはみじん切り、ピー
マンと青じそは、粗みじん切りにし、
めんつゆを混ぜ合わせる。

③�、蒸気の上がった蒸し器に入れ、

肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻きききききききききき蒸蒸蒸蒸蒸蒸蒸蒸蒸蒸ししししししししししななななななななななすすすすすすすすすす肉巻き蒸しなす

７～８分間蒸す（蒸し器にはクッキ
ングシートを引く）。
④�のなすを菜ばしではさみ、柔らか
くなっていれば取り出して食べやす
い大きさに切り分ける。器に盛り、
熱いうち
に�のた
れをかけ
る。レタ
スとトマ
トをそえ
る。

�

　

祢
津
児
童
ク
ラ
ブ
も
３
年
目
に

入
り
、
児
童
・
保
護
者
の
皆
さ
ん

も
毎
日
の
生
活
の
一
部
と
し
て
自

然
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
体
制

が
整
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成　

年
２２

度
か
ら
初
め
て
４
年
生
の
受
け
入

れ
が
あ
り
、
下
校
時
間
が
違
う
な

か
で
下
級
生
が
上
級
生
を
尊
敬
の

眼
で
み
る
様
子
や
、
上
級
生
が
下

級
生
に
声
を
か
け
、
一
緒
に
自
分

達
の
遊
び
に
誘
っ
て
く
れ
た
り
す

る
姿
に
と
て
も
感
心
し
て
し
ま
い

ま
す
。

　

平
成　

年
６
月
よ
り
祢
津
地
区

２２

活
性
化
研
究
委
員
会
第
２
部
会
の

先
生
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、
毎
週

水
曜
日
（
下
校
時
間
が
１
〜
４
年

生
同
じ
）
に
瀬
田
忠
雄
先
生
の
ご

指
導
の
も
と
、「
祢
津
伝
統
文
化

子
供
教
室
」
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
か
ら
1
3
0
年
前
の

方
言
調
査
に
基
づ
き
学
習
し
た
結

果
を　

月　

日
祢
津
文
化
祭
で
子

１０

１７

供
達
は
と
て
も
堂
々
と
発
表
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
校
長
先
生
、

教
頭
先
生
も
「
素
晴
ら
し
か
っ
た

で
す
ね
」
と
、
子
供

た
ち
を
と
て
も
褒
め

て
頂
き
ま
し
た
。　

１０

月　

日
瀬
田
先
生
と

２０
一
緒
に
反
省
会
を
し

た
折
、
保
護
者
の
方

が
撮
影
し
て
く
だ

さ
っ
た
D
V
D
を
学

校
側
の
ご
好
意
に
よ

り
、
デ
ッ
キ
を
借
り

試
写
会
を
し
ま
し
た
。

　

学
校
・
地
区
の
暖

か
な
ご
協
力
の
な
か
、

祢
津
児
童
ク
ラ
ブ
も

育
て
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

▲ハローアニマル前で記念撮影

  
東
部
柔
道
教
室

　
　
　
　

県
大
会
４
連
覇

　
　
　

４
年
連
続
全
国
大
会
出
場
の
快
挙

　

３
月　

日
松
本
市
柔
剣
道
場
で
行
わ
れ
た
第　

回
全
国
少
年
柔

２０

３１

道
大
会
長
野
県
予
選
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
１
回
戦
、
２
回
戦
と

勝
ち
進
み
、
決
勝
戦
で
は
昨
年
と
同
じ
顔
合
わ
せ
の
、
山
形
克
己

塾
（
山
形
村
）
に
勝
利
し
、
大
会
４
連
覇
お
よ
び
４
年
連
続
の
全

国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

監
督
の
荻
原
治
樹
さ
ん
は
、「
子
ど
も
た
ち
が
低
学
年
の
時
か

ら
、
自
主
的
に
練
習
し
て
き
た
努
力
の
結
果
が
出
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

大
将
の
小
林
鉄
明
さ
ん
は
、「
全
国
は
と
て
も
強
い
相
手
だ
け

ど
、
１
回
戦
で
も
多
く
勝
ち
進
み
た
い
」
と
全
国
大
会
の
抱
負
に

つ
い
て
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
は
、
５
月
５
日
東
京
講
道
館
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

出
場
選
手

 （
写
真
前
列
左
か
ら
順
に
）

補
員　

唯
野　

貫
太
さ
ん

　
　
　
　

（
祢
津
小
６
年
）

大
将　

小
林　

鉄
明
さ
ん

　
　
　
　

（
田
中
小
６
年
）

副
将　

荻
原　

杏
慈
さ
ん

　
　
　
　

（
滋
野
小
６
年
）

中
堅　

渋
谷　

周
平
さ
ん

　
　
　
　

（
田
中
小
６
年
）

次
鋒　

楢
原　

紳
太
さ
ん

　
　
　
　

（
祢
津
小
５
年
）

先
鋒　

唯
野　

己
哲
さ
ん

　
　
　
　

（
祢
津
小
４
年
）

監
督　

荻
原　

治
樹
さ
ん

　
　
　
　
　

（
写
真
左
上
）
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図
書
委
員
長
に
な
っ
て

　
　
　
　

北
御
牧
小
学
校
六
年

　
　
 
山  
浦 　
 
大  
知 　

や
ま 
う
ら 

た
い 

ち

　

ぼ
く
は
、
図
書
委
員
長
に
な
り

ま
し
た
。
実
は
ぼ
く
は
、
図
書
委

員
に
な
る
の
が
初
め
て
で
す
。
今

年
か
ら
、
図
書
館
の
先
生
も
か
わ

り
、
な
れ
な
い
こ
と
ず
く
め
で
す

が
、
五
年
生
の
終
わ
り
に
、
前
の

委
員
長
さ
ん
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
も
ら
い
、
委
員
会
の
進
め
方

や
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
委
員
会
に

な
る
か
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
五
年
間

で
、
つ
い
に
六
年
生
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
図
書
委
員
会
の
委

員
長
と
し
て
、
委
員
の
人
た
ち
に

わ
か
り
や
す
く
仕
事
の
内
容
を
教

え
た
り
、
低
学
年
の
人
た
ち
、
特

に
姉
妹
学
級
の
ペ
ア
の

一
年
に
や
さ
し
く
し
た

り
し
た
い
で
す
。
図
書

館
で
は
、
み
ん
な
が
本

を
借
り
や
す
く
な
る
よ

う
に
、
本
の
整
理
整
頓

を
し
、
本
を
借
り
る
人

が
増
え
る
よ
う
に
、
努

力
し
た
い
で
す
。
他
の

委
員
長
と
も
力
を
合
わ

せ
、
北
御
牧
小
学
校
の

み
ん
な
が
仲
良
く
楽
し

く
な
る
よ
う
に
が
ん
ば

り
た
い
で
す
。

▲姉妹学級のペア読書のようす

▲図書委員会の読み聞かせのようす

  
長
野
県
議
会
議
員

　
　

一
般
選
挙
投
開
票
結
果

　

任
期
満
了
に
伴
う
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
執
行
さ
れ
、
東
御
市
発

足
後
初
め
て
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

　

選
挙
は
４
月
１
日
告
示
さ
れ
、
４
月　

日
に
市
内　

か
所
の
投
票
所

１０

２７

で
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
（
一
部
を
除
く
）
ま
で
投
票
が
行
わ
れ
、

午
後
９
時
か
ら
行
わ
れ
た
開
票
の
結
果
、
石
和
大
さ
ん
が
当
選
し
ま
し

た
。

　

投
開
票
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　●投票結果

投　票　率投 票 者 数当日の有権者数

65.20％   7,871人12,073人男

66.53％   8,454人12,708人女

65.88％16,325人24,781人計

　●開票結果

得　　票　　数党　派候　  補　  者　  名

８,４８２無所属●当 　石　和　　　大

７,６２４創志会　　保科　よしのり

●
問
い
合
わ
せ
先　

選
挙
管
理
委
員
会　

�　

－

５
８
０
９

６４

 
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
て

　
　
  
和
児
童
館
に
長
い
す
寄
贈

　

３
月　

日
、
和
児
童
館
に
グ
ル

３１

ー
ラ
ム
ハ
ウ
ス
株
式
会
社
（
東
上

田
）
よ
り
長
い
す
２
脚
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
贈
呈
さ
れ
た

長
い
す
は
、
杉
の
無
垢
材
が
使
わ

れ
、
児
童
た
ち
の
体
格
に
合
わ
せ

て
机
と
の
高
さ
を
合
わ
せ
、
角
を

丸
く
す
る
な
ど
の
配
慮
が
さ
れ
て

い
ま
す
。
松
木
義
信
社
長
は
「
地

域
へ
貢
献
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

た
と
こ
ろ
に
、
和
児
童
館
の
い
す

の
老
朽
化
の
話
を
聞
い
た
。
実
現

で
き
て
う
れ
し
い
」、
実
際
に
製

作
を
担
当
し
た
長
崎
伸
一
さ
ん
は

「
実
際
に
使
う
子
ど
も
た
ち
の
こ

と
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
作
り
ま

し
た
。
喜
ん
で
も
ら
え
れ
ば
う
れ

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
学

習
室
に
い
す
が
搬
入
さ
れ
る
と
、

杉
の
香
り
が
漂
い
、
児
童
た
ち
は

手
触
り
を
確
か
め
な
が
ら
腰
掛
け
、

工
作
を
始
め
て
い
ま
し
た
。

▲とってもいい座り心地
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とうみ

◆
新
着
本
案
内
◆

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

　

和
こ
ど
も
文
庫
に
よ
る

　
　

５
月
の
お
は
な
し
こ
ど
も
会

�
日
時　

５
月　

日 （
土
）

２１

　
　
　
　

午
前　

時　

分
か
ら

１０

３０

�
場
所　

市
立
図
書
館
2
階　

読
書
会
室

�
内
容　

　

絵
本
の
読
み
き
か
せ

　
　

「
め
っ
き
ら
も
っ
き
ら
ど
お
ん
ど
ん
」

　
　

「
く
い
し
ん
ぼ
う
の
あ
お
む
し
く
ん
」 他

　

工
作　

　
　

清
水
さ
と
み
先
生
に
よ
る
お
り
が
み

５
月　

日 （
金
） は
、お
は
な
し
会
が
あ
り
ま
す

１３

�
場
所
・
時
間　

こ
ど
も
フ
ロ
ア
ー
に
て

　
　
　
　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
対
象　

就
園
前
の
お
子
さ
ん

◆
行

事

予

定
◆

図
書
館
だ
よ
り

5月の休館日
（赤丸の日が休館日です。）

土金木水火月日

76����1

1413121110�8

2120191817�15

28�262524�22

31�29

◆
一
般
書

�
「
う
ち
の
子
も
し
か
し
て
反
抗
期
？
」

　
　
　
　
　
　
　
　

と
思
っ
た
ら
読
む
本

　
　
　
　
　
　
　
　
 
…
…
主
婦
の
友
社
・
編

�
統
ば
る
島 
…
…
…
…
…
池
上　

永
一
・
著

�
円
卓 
…
…
…
…
…
…
…
西　

加
奈
子
・
著

�
鴎
外
の
恋　

舞
姫
エ
リ
ス
の
真
実

　
　
　
　
　
　
 
…
…
…
六
草　

い
ち
か
・
著

�
青
春
の
翻
訳
法 
…
…
茂
木　

健
一
郎
・
著

◆
児
童
書

� 
み
ら
く
る
ミ
ル
ク 
…
… 
中
西　

敏
夫
・
文

�
ハ
ー
ト
ビ
ー
ト
に
耳
を
か
た
む
け
て

　
　
 
…
…
ロ
レ
ッ
タ
・
エ
ル
ス
ワ
ー
ス
・
作

�
ろ
ば
の
と
し
ょ
か
ん

　
　
 
…
…
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
・
作

�
ぼ
く
と
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
部
屋

　
　
 
…
…
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
絵

�
ち
い
さ
な
ち
い
さ
な
お
ん
な
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
…
…
…
ニ
ノ
ン
・
絵

東
御
市
立
図
書
館　

�　

－

５
８
８
６

６４

 
図
書
館
発

  
今
月
の
オ
ス
ス
メ
本

『
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
！
』

　

さ
わ
や
か
な
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
服

装
も
軽
や
か
に
な
り
、
体
形
も
気
に
な
り

始
め
る
た
め
か
、
こ
の
時
期
は
テ
レ
ビ
や

雑
誌
で
も
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
運
動
方
法
に
つ

い
て
の
特
集
が
よ
く
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

図
書
館
に
も
、
運
動
に
関
し
理
解
を
深
め

る
た
め
の
本
や
、
わ
か
り
や
す
い
カ
ラ
ー

図
解
の
本
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
揃
え
て
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
健
康
に
関
す
る
雑
誌
も
3

誌
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
図
書
館
の
本
で

「
脳
」
だ
け
で
な
く
「
体
」
も
鍛
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

�
効
く
筋
ト
レ
・
効
か
な
い
筋
ト
レ

荒
川　

裕
志：

著

P
H
P
研
究
所

�
か
ら
だ
が
目
覚
め
る

　
　
　
　

ス
ト
レ
ッ
チ
メ
ニ
ュ
ー

荒
川
裕
志：

著

池
田
書
店

 
５
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク
ス

【
お
か
あ
さ
ん
と
こ
ど
も
】

　

5
月
に
は
、
こ
ど
も
の
日
・
母
の
日
が

あ
り
ま
す
ね
。

・
マ
マ
の
キ
ス
は
、
ね

ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ロ
ウ
ラ
ー：

文

ア
リ
ソ
ン
・
ジ
ェ
イ：

絵

B
L
出
版

・
せ
か
い
で
い
ち
ば
ん
マ
マ
が
す
き

あ
い
は
ら　

ひ
ろ
ゆ
き：

作

あ
だ
ち　

な
み：

絵

教
育
画
劇

「
大
人
の
本
？
こ
ど
も
の
本
？
」

　

図
書
館
の
本
は
、
児
童
書
と
一
般
書
に

わ
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
十
進
分
類
法

に
よ
っ
て
分
類
、
配
架
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
東
御
市
で
は
青
（
一
般
）
と
オ
レ
ン

ジ
（
児
童
）
の
バ
ー
コ
ー
ド
ラ
ベ
ル
で
見

分
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
し
か
し
、
幼

児
や
児
童
に
は
難
し
い
大
人
向
け
の
絵
本

が
あ
っ
た
り
、
反
対
に
映
画
の
原
作
な
ど

小
学
校
高
学
年
く
ら
い
か
ら
十
分
楽
し
め

る
一
般
書
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
本
で

有
名
な
と
こ
ろ
で
は
サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ

リ
の
童
話
「
星
の
王
子
様
」
が
あ
り
ま
す
。

一
般
・
児
童
の
両
方
の
コ
ー
ナ
ー
に
置
い

て
あ
る
図
書
館
が
多
い
で
す
。
ま
た
、
高

学
年
向
け
の
児
童
書
は
、
読
み
応
え
も
あ

り
、
文
字
が
大
き
め
な
こ
と
か
ら
年
配
の

方
に
も
好
評
で
す
。
い
つ
も
と
違
う
コ
ー

ナ
ー
の
本
も
、
是
非
手
に
取
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。
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『
消
費
生
活
ガ
イ
ド
』

  
災
害
に
便
乗
し
た
義
援
金
募
集

  　

の
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

  
災
害
に
便
乗
し
た

  　

義
援
金
募
集
の
詐
欺
に

  　
　
　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

日
本
赤
十
字
社
を
始
め
、
自
治
体
、
企

業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に
よ
る
東
日
本

大
震
災
義
援
金
の
募
集
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

残
念
な
こ
と
に
、
災
害
時
に
は
、
義
援

金
を
寄
付
さ
れ
よ
う
と
す
る
方
々
の
善
意

に
つ
け
込
み
紛
ら
わ
し
い
名
称
を
使
っ
て

被
災
者
救
済
を
語
り
、
信
用
さ
せ
る
手
口

な
ど
、
募
金
を
装
っ
た
詐
欺
行
為
（
大
震

災
を
名
目
に
し
た
振
り
込
め
詐
欺
・
訪
問

や
街
頭
に
よ
る
募
金
詐
欺
）
が
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

県
内
で
も
被
災
地
の
県
名
を
名
乗
っ
て
、

災
害
支
援
の
た
め
と
称
し
貴
金
属
を
買
い

取
る
な
ど
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
と
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
他
県
で
は
、
公
的
な
機
関
の
職

員
を
装
っ
た
男
に
義
援
金
を
騙
し
取
ら
れ

た
な
ど
の
被
害
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

義
援
金
の
振
込
み
や
、
現
金
を
直
接
寄
付

す
る
場
合
は
、
募
集
し
て
い
る
相
手
方
が

信
頼
の
お
け
る
団
体
等
で
あ
る
か
、
安
易

に
信
用
せ
ず
よ
く
確
認
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
災
害
に
便
乗
し
た
悪
質
な
手
口
に

は
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

  
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る

　

チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
等
に

　
　
　
　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

東
日
本
大
震
災
に
関
連
し
て
、
チ
ェ
ー

ン
メ
ー
ル
、
電
子
掲
示
板
、
ミ
ニ
ブ
ロ
グ

等
で
誤
っ
た
情
報
が
流
れ
て
い
ま
す
。

　

報
道
や
行
政
機
関
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等

の
信
頼
で
き
る
情
報
源
で
真
偽
を
確
か
め
、

こ
れ
ら
の
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
等
に
惑
わ
せ

ら
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
を
転
送
す
る

こ
と
は
、
い
た
ず
ら
に
不
安
感
を
あ
お
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
チ
ェ
ー
ン
メ
ー

ル
を
受
け
取
っ
た
時
は
、
す
み
や
か
に
削

除
し
て
転
送
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。

　

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
市
民

課
生
活
環
境
係
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

●
相
談　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

�　

－

８
５
１
７

２７

　
　

市
民
課 
生
活
環
境
係

　
　

�　

－

５
８
９
６

６４

　

『
人
権
と
暮
ら
し
に
つ
い
て
の
意
識
調

査
』
の
結
果
よ
り
、
今
回
は
、
障
が
い
者

や
高
齢
者
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

「
あ
な
た
は
、
心
身
に
障
が
い
の
あ
る

人
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
が
あ
る
と
思
い

ま
す
か
」
の
質
問
に
対
し
、「
あ
る
」
の
回

答
が　

％
で
、
回
答
者
の
半
数
は
偏
見
が

５１

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
は
、

健
常
者
中
心
の
考
え
方
が
強
く
、
障
が
い

の
あ
る
人
は
、
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
に

く
い
傾
向
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、

障
が
い
の
あ
る
人
々
の
様
子
が
社
会
に
広

く
知
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
偏
見
を
持
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
ろ
う
。
職
場
で
障

が
い
の
あ
る
人
た
ち
が
就
労
す
る
よ
う
に

な
り
、
皆
が
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
で
、
偏

見
は
少
な
く
な
る
と
思
う
。
人
権
問
題
の

研
修
会
な
ど
に
お
い
て
、
も
っ
と
障
が
い

者
に
関
す
る
情
報
提
供
が
必
要
で
あ
る
。

　

偏
見
が
あ
る
と
答
え
た
人
で
「
ど
の
よ

う
な
面
に
差
別
の
実
態
や
意
識
が
あ
る

か
」
複
数
回
答
で
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
一

番
多
い
の
が
「
就
職
」
の　

％
で
あ
っ
た
。

２６

経
済
的
自
立
が
必
要
な
こ
と
は
理
解
さ
れ

て
い
る
の
で
、
ま
ず
社
会
全
体
で
就
労
の

場
を
広
げ
る
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

そ
し
て
、
人
々
が
障
が
い
者
と
自
然
体
で

接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
望
ま
れ
る
。

　

「
あ
な
た
は
高
齢
者
に
対
す
る
差
別
・
偏

見
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
」
の
質
問
に
対

し
て
、「
あ
る
」が　

％
で
あ
っ
た
。「
あ
る
」

４１

の
回
答
が　

％
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

４１

多
く
の
人
が
高
齢
者
に
対
し
て
差
別
、
偏

見
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
さ
ら
に
複
数
回
答
で
「
ど
の
よ
う

な
面
に
差
別
の
実
態
や
意
識
が
あ
る
か
」

聞
い
た
と
こ
ろ
、「
公
共
施
設
の
不
備
」

「
医
療
や
福
祉
」「
交
際
」
が
そ
れ
ぞ
れ
約

　

％
で
あ
っ
た
。
高
齢
者
人
口
の
増
加
に

３０よ
る
医
療
や
福
祉
面
の
将
来
的
な
不
安
が

共
有
化
さ
れ
て
き
て
い
る
か
ら
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

世
界
的
経
済
不
況
が
続
き
競
争
原
理
が

強
め
ら
れ
る
中
で
、
障
が
い
を
持
つ
人
、

高
齢
者
な
ど
弱
い
立
場
に
あ
る
人
々
が
生

活
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
と
言
え
る
。
近

年
、
発
達
障
が
い
や
精
神
障
が
い
な
ど
様

様
な
障
が
い
を
持
つ
人
も
増
え
て
い
る
。

身
近
な
と
こ
ろ
で
の
支
え
合
い
を
考
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。
こ
ん
な
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、
弱
い
立
場
の
人
々
も
安
心

し
て
生
活
で
き
る
支
え
合
い
の
あ
り
方
を
、

自
分
で
何
が
出
来
る
か
も
う
一
度
考
え
る

時
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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た
。
彼
ら
は
、�
学
校
で
競
争
だ
け
を
学

び
、
協
働
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
人
が
こ

の
国
の
未
来
を
担
う
の
で
あ
れ
ば
、
果
し

て
、
ど
ん
な
社
会
に
な
る
だ
ろ
う
�
と
疑

問
を
抱
い
て
い
た
の
で
す
。
結
果
、
今
の

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
教
育
は
世
界
一
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

競
争
の
目
的
は
「
差
を
つ
け
る
」
こ
と

で
す
。
つ
ま
り
、
差
を
広
げ
る
こ
と
で
生

存
す
る
の
で
す
。
し
か
し
、
協
働
の
目
的

は
「
差
を
縮
め
る
」
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
教
育
は
差
が
出
る
こ
と

を
恐
れ
て
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
差
は

広
げ
る
た
め
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
縮

め
る
た
め
の
も
の
だ
と
理
解
し
て
い
る
か

ら
で
す
。
勉
強
は
そ
の
差
を
上
手
に
縮
め

る
た
め
の
手
段
に
す
ぎ
な
い
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
何
の

た
め
に
勉
強
を
し

ま
す
か
？
何
の
た

め
に
学
ん
で
い
ま

す
か
？
も
う
一
度
、

学
ぶ
こ
と
の
本
質

に
つ
い
て
考
え
る
、

あ
な
た
に
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

学
会
テ
ー
マ
：
教
育
を
考
え
る
②

　
　
　
　

〜
競
争
で
は
な
く
、
協
働
〜

　

皆
さ
ん
は
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

1
9
8
0
年
代
に
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ

カ
な
ど
の
国
が
選
択
し
た
実
用
的
な
教
育

方
法
を
。
も
っ
と
多
く
の
人
材
を
育
て
る

た
め
に
彼
ら
が
選
択
し
た
方
法
を
。

　

そ
れ
は
、「
競
争
」
で
す
。

　

し
か
し
、
あ
る
国
で
は
競
争
と
は
正
反

対
の
や
り
方
で
子
ど
も
を
育
て
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
国
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）
の

教
育
理
念
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
を
持
ち

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

1
9
7
1
年
以
後
、
こ
の
国
で
は
絶
対

に
変
わ
ら
な
か
っ
た
教
育
方
法
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
、「
協
働
」
で
す
。
彼
ら
は
、

社
会
で
生
き
残
る
た
め
の
最
も
実
用
的
な

教
育
は
「
仲
間
と
協
働
で
き
る
感
性
を
引

き
出
し
、
育
て
る
こ
と
」
だ
と
思
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
教
室
で
の
学
生
間
の
競

争
を
な
く
し
（
優
劣
ク
ラ
ス
、
成
績
で
の

順
位
記
載
の
廃
止
な
ど
）、
教
室
の
友
だ

ち
を
�
競
争
の
相
手
�
で
は
な
く
、�
協
働

の
仲
間
�
と
し
て
見
る
よ
う
に
教
え
ま
し

 
第
１
回
『
し
ん
た
い
学
会
』

　
　
　
　
　
　
　
 
報
告
記
③

�

 土 
つち

 屋 
や

 佐 
さ

 知 
ち

 子  保健師
こ

  
ここ
ん
に
ち
は

ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

保
健
師
で
す

 
東
御
市
は
ど
ん
な

  　

健
康
状
態
な
ん
で
し
ょ
う

　

国
や
県
と
比
較
す
る
と
、
脳
血
管
疾
患

が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
！

　

〜
東
御
市
の
死
亡
状
況
で
は
、
脳
血
管

　
　
　

疾
患
が
国
の
約
2
倍
も
多
い
！
〜

　

東
御
市
健
康
づ
く
り
計
画
「
健
康
と
う

み　

（
改
訂
版
）」
の
実
態
か
ら
、
東
御

２１
市
の
現
状
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

平
成　

年
に
お
け
る
死
亡
率
を
み
る
と
、

１９

東
御
市
は
悪
性
新
生
物
（
が
ん
）
に
よ
る

死
亡
が
一
番
多
い
の
で
す
が
、
人
口　

万
１０

対
で
比
較
す
る
と
、
国
や
県
と
比
較
し
て

も
脳
血
管
疾
患
が
非
常
に
多
い
状
況
で
す
。

国
と
比
較
す
る
と
約
2
倍
、
県
と
比
較
し

て
も
約
1
・
5
倍
も
の
死
亡
率
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
の
状
況
は
過
去
5
年
間
の
平

均
を
み
て
も
同
じ
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、

東
御
市
で
は
、
脳
血
管
疾
患
対
策
に
よ
り
、

救
え
る
命
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
わ
か
り
ま
す
。

　

「
脳
血
管
疾
患
」
は
、
脳
梗
塞
や
脳
出
血

な
ど
高
血
圧
等
を
基
礎
疾
患
と
し
て
発
症

す
る
病
気
の
一
つ
で
す
が
、
後
遺
症
を
残

す
こ
と
も
多
く
、
ご
本
人
や
家
族
に
と
っ

て
も
大
変
な
状
況
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

ま
た
、　

歳
以
下
の
若
い
年
代
で
は
、
脳

６４

血
管
疾
患
に
よ
っ
て
要
介
護
度
の
高
い
重

症
者
の
認
定
割
合
が
高
い
こ
と
も
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

　

高
血
圧
は
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進
行

し
、
血
管
を
傷
め
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
朝
・
夜
の
血
圧
測
定
を
し
て

記
録
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て　

歳
以
下
の

６４

方
は
、
平
均
し
て　

／　

以
上
の
血
圧
値

１３０

８５

で
あ
れ
ば
、
一
度
か
か
り
つ
け
医
へ
ご
相

談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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〈広告欄〉　

 ５月の納税 （納期限５月３１日）
�軽自動車税（１期）

こちら119（東御消防署）

前 年 比１月からの累計

＋６件46件18件件数

＋６件56名17名傷者

±０名０名０名死者

市内交通事故統計　３月分　　　　　　

※カッコは１月からの累計

　＝３月の出動件数＝

火災　１件（６件）　救急111件（315件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成22年３月平成23年３月

25.1℃（20日） 19.2℃（１４日） 最高気温

－4.7℃（30日） －6.7℃（４日） 最低気温

4.4℃　　　　2.5℃　　　　平均気温

75.3％　　　　67.5％　　　　平均湿度

68.0㎜　　　　38.0㎜　　　　降 水 量

住宅用火災警報器を設置しましょう�
●詳しくは東御消防署まで　�62－0119

 ３月31日現在

ななななななななななるるるるるるるるるるほほほほほほほほほほどどどどどどどどどどなるほど
TTTTTTTTTThhhhhhhhhheeeeeeeeeeThe

ごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみ  ごみ（（（（（（（（（（ggggggggggoooooooooommmmmmmmmmiiiiiiiiii））））））））））（gomi）
 NNNNNNNNNNoooooooooo..........77777777778888888888No.78 

クリーンリサイクル係  �63－6814

ククククククククククリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーンンンンンンンンンンセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンタタタタタタタタタターーーーーーーーーーかかかかかかかかかかららららららららららののののののののののおおおおおおおおおお願願願願願願願願願願いいいいいいいいいいクリーンセンターからのお願い
「びん」の出し方について
　カンとびんはレジ袋等のまま出さないで、別々に

し、コンテナ等に入れて出していただいております。

一つのコンテナに入りきらない場合、予備のコンテ

ナ（折りたたみ式）を使って出していただくようお

願いします。

　予備のコンテナがなく、入りきらない場合のみ、

袋に入れたまま出していただいてもかまいません。

　東部地区ではカン用の折りたたみバッグにびんを

入れてしまうことがありますが、重くて収集員が持

ちあげることができません。びんは必ずコンテナに

入れていただくようお願いします。

▲予備の折りたたみ式コンテナが使用されず、袋のまま出
　され、指導シールがはられたもの
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とうみ

〈広告欄〉

　
　
　

市
税
の
納
付
方
法
は
ど

　
　

の
よ
う
な
方
法
が
あ
り
ま

す
か
。

　
　
　

市
税
の
納
付
方
法
に
つ

　
　

い
て
は
以
下
３
点
の
方
法

が
あ
り
ま
す
。

１
、
金
融
機
関
等
の
窓
口
で
の

　

納
付

　

各
納
期
限
ま
で
に
市
指
定
の

金
融
機
関
等
の
窓
口
か
、
東
御

市
役
所
本
庁
舎
内
の
信
州
う
え

だ
農
協
東
御
市
役
所
出
張
所
、

も
し
く
は
東
御
市
役
所
本
庁
舎

１
階
税
務
課
で
納
付
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
市
指
定
の
金
融
機
関
以
外
の

銀
行
等
で
も
納
付
す
る
こ
と

は
で
き
ま
す
が
、
手
数
料
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

２
、
口
座
振
替

　

納
期
毎
に
金
融
機
関
等
へ
納

付
に
行
く
こ
と
が
出
来
な
い
場

合
は
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
ご
利
用
い
た
だ
け
る

金
融
機
関
は
次
の
と
お
り
で
す
。

信
州
う
え
だ
農
業
協
同
組
合
・

八
十
二
銀
行
・
佐
久
浅
間
農
業

協
同
組
合
・
三
井
住
友
銀
行
・

上
田
信
用
金
庫
・
長
野
県
信
用

組
合
・
長
野
銀
行
・
長
野
県
労

働
金
庫
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
東
御
市
役
所
税
務
課
ま
た

は
各
金
融
機
関
窓
口
で
、
金
融

機
関
届
出
印
と
通
帳
を
ご
持
参

の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
し
込
ん
で
か
ら
登

録
が
さ
れ
る
ま
で
に
３
週
間
く

ら
い
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
５
週

間
く
ら
い
）
か
か
り
ま
す
。
納

期
限
が
迫
っ
て
い
る
も
の
が
あ

れ
ば
、
そ
の
分
は
現
金
で
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

　

で
の
納
付

　

平
成　

年
度
か
ら
コ
ン
ビ
ニ

２２

エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
以
下
「
コ
ン

ビ
ニ
」
と
い
う
。）
で
市
税
の

納
付
が
可
能
と
な
り
、　

時
間

２４

い
つ
で
も
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
か

ら
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
コ
ン
ビ
ニ
で
は
「
コ
ン
ビ
ニ

取
扱
期
限
」
を
経
過
し
た
納

付
書
は
取
り
扱
っ
て
い
た
だ

け
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
収
税
管
理
係

　

�
6
2－

１
１
１
１

　

（
内
線
１
１
８
１
・
１
１
８
２
）

QＡ

 
国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
と
年
金
給
付
の
関
係

　

国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の
ま

ま
放
置
す
る
と
、
将
来
の
老
齢
基

礎
年
金
や
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の

障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
免
除

や
納
付
猶
予
の
申
請
、
学
生
の
場

合
に
は
学
生
納
付
特
例
の
申
請
を

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
1
…
す
で
に
免
除
申
請
が
承
認

さ
れ
た
期
間
の
う
ち
、
平
成　

年
２１

３
月
分
ま
で
は
、
３
分
の
１
が
年

金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

※
2
…
「
一
部
納
付
」
は
保
険
料

の
一
部
を
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

残
り
の
保
険
料
の
納
付
が
免
除
と

な
る
制
度
で
す
。

　

一
部
保
険
料
を
納
付
し
な
か
っ

た
場
合
は
、
そ
の
期
間
の
一
部
免

除
が
無
効
（
未
納
と
同
じ
）
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
3
…
「
納
付
猶
予
」
は
被
保
険

者
本
人
が　

歳
未
満
の
場
合
に
限

３０

り
利
用
で
き
、
世
帯
主
の
前
年
所

得
を
除
外
し
て
審
査
さ
れ
ま
す
。

　

追
納
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

小
諸
年
金
事
務
所

　
　

�
０
２
６
７－

　

－

１
０
８
０

２２

　
　

市
民
課
国
保
年
金
係

　
　

�　

－

１
１
１
１ （
代
表
）

６２

納付と免除・猶予と未納の違いは？

未　　納
納付猶予※3
学生納付特例

一部納付※2全額免除納　　付
　　　　 免除等の種類

　

×
されません

○
されます

△
されます

○
されます

○
されます

受給資格期間に
算入されるか？

老
齢
基
礎
年
金

×
されません

×
されません

△
２分の１と一部
納付分がされます

○
２分の１
されます※1

○
されます

年　金　額　に
反映されるか？

×
されません

○
されます

△
されます

○
されます

○
されます

障害基礎年金・遺族年金の受
給資格期間に算入されるか？
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ートピックスー　地域の話題

　４月３日、東御市文化会館サンテラスホールで平成２３年度東

御市消防団任命式が行われました。本部長や部長など新たに５４

名が任命を受け、荻原伸幸団長から代表者へ手渡されました。

荻原団長からは「一日でも早く日ごろの消防団の訓練を積み重

ね市民の負託にこたえられる消防団員になってください」と激

励のあいさつがありました。

　同日、幹部と新入団員を対象にした規律訓練と機械器具点検

が行われ、有事の際、適切に使用し速やかに行動できるよう確

認しました。

（２０１１年５月）

　４月８日、祢津小学校と祢津活性化研究委員会が連携し、

３年生の２クラスで「ハヤシミドリシジミの飼育学習」の事

前学習会が行われました。飼育学習の講師である、市内の

チョウ愛好家の清水敏道さん（新屋）は、「日本にいる250

種類のチョウのうち、県内には150種類いて日本一チョウの

種類が多いが、ハヤシミドリシジミは県内でもあまり見るこ

とができない種類」と話していました。また「城山でしか見

られない貴重なハヤシミドリシジミを飼育することで、子ど

もたちにふるさとの原体験を味わってほしい」とも話してい

ました。

チョウを育ててみよう

地域の福祉風呂
御牧乃湯改修起工式

　施設の老朽化に伴い、公共福祉の場として生まれ変わるた

めに全体改修工事を行う御牧乃湯の起工式が４月１３日に行わ

れました。花岡市長は「地域のみなさんに愛される“むらの

湯・コミュニティ銭湯”として、家族みんなで楽しんでいた

だける施設にしたい」と話していました。改修工事は始まり

ましたが、当面の間は旧館のみ営業を続け、１２月中に新しく

オープンする予定です。

▲起工式のようす

▲荻原団長から任命書が手渡されました

▲どれがハヤシミドリシジミかな？

　今年で６１回目となる、和商工会主催の和子ども相撲大会が、

４月９日開催されました。あいにくの天候不良のため、外の

土俵ではなく和小学校体育館内で行われましたが盛大に盛り

上がりました。幼児の部、小学校一年生の部と続き、順に取

り組みが行われました。子供達の本気でとる相撲の熱気は、

雨を吹き飛ばすほどの迫力で、一戦一戦白熱したものとなり、

周りからは大きな歓声が上がっていました。

和地区の伝統行事
和子ども相撲大会

▲白熱した取り組み

自らの地域は自らが守る
平成23年度東御市消防団任命式
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で
き
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社
）長
野
県
宅
地
建
物
取
引

２５

業
協
会
上
小
・
更
埴
支
部
と

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
協
定
の

締
結　

（
市
役
所
）

３
・　

▼
宮
入
法
廣
さ
ん
が
長
野
県
無

３０

形
文
化
財
保
持
者
の
認
定
の

報
告
（
市
役
所
）

（２０１１年５月）

市のために力になりたい
　３月３１日、株式会社アメニティーズ（本海野、金本朝樹
社長）より市へ100万円の寄付がありました。市役所を訪
れた社長代理の金本国子さんは「市のために力になりた

い」と話し
ていました。
平成２年か
ら始まった
同社の寄付
は、今回が
１８回目で総
額 2,900万
円になりま
す。

　３月３１日、東御ロータリークラブ（太田継子会長）から
市内の新入学児童を対象に防犯ブザーが３００個寄贈されま
した。この防犯ブザーはライトがつけられるように改良さ

れた最新のも
ので、花岡市
長より感謝の
あいさつがあ
りました。防
犯ブザーの寄
贈は昨年に引
き続き５年目
となります。

東御ロータリークラブ防犯ブザー寄贈

木の香りに包まれて…
海野保育園卒園式

　３月２６日、海野保育園の卒園式が行われました。
　海野保育園の卒園式は二部構成になっていて、第一部
は、躍動感あふれるリズムや荘厳な歌の発表など、保育
園での充実した生活と成長の証しとなる発表を、保護者
の皆さんに発表しました。
　第二部は、卒園証書の授与がおごそかに行われ、真剣
な面持ちで卒園証書を園長先生から受け取りました。
　３月に竣工した木の香漂う新しい園舎で、卒園児たち
は大勢のお友達や先生とのお別れを迎え、春からの新た
な出会いに向けて、卒園児２１名は元気いっぱいに巣立っ
ていきました。▲卒園おめでとうございます！

竹内不忘先生を顕彰する会が
銘板を設置

　昨年発足した、彫刻家の竹内不忘先生を顕彰する会が

１年目を迎えた３月２６日に竹内さんの生誕の地である栗

林区に石碑を建立しました。花岡市長や竹内ミチ子夫人

らが参加して除幕を行い、参加した会員や関係者にお披

露目されました。続いて、和コミュニティセンターで行

われた同会総会では、市内にある１７体に１体ずつに付け

られた銘板が披露され、会長の神津敬次さんは「多くの

皆さんに気軽に鑑賞してほしい。末永く顕彰していきた

い」とあいさつしました。
▲除幕式のようす

  
訂
正
と
お
わ
び

　

市
報
と
う
み
４
月
号
の　

ペ
ー

２７

ジ
、
西
宮
区
が
丸
山
晩
夏
作
品
を

寄
託
の
記
事
に
一
部
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。

　

誤
：「
渓
谷
と
三
巓
麗
花
」

　

正
：「
渓
谷
と
山
巓
麗
花
」

　

訂
正
し
て
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。
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▼
い
よ
い
よ
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
時
期
は
多
く
の
方
に
と
っ

て
、
何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
き

っ
か
け
に
な
る
季
節
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
▼
５
月
号
の
編
集
に
あ
た

り
、
市
内
の
保
育
園
や
小
中
学
校
を

取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
緊

張
し
た
面
持
ち
で
入
園
式
や
入
学
式

を
迎
え
る
子
ど
も
達
が
時
々
見
せ
る
、

夢
や
希
望
に
満
ち
た
初
々
し
い
表
情

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
▼
申
し

遅
れ
ま
し
た
が
私
も
こ
の
４
月
か
ら

広
報
担
当
に
な
り
、
新
し
い
ス
タ
ー

ト
を
迎
え
た
一
人
で
す
。
今
回
紹
介

し
た
子
ど
も
達
の
よ
う
に
、
市
報
を

通
じ
多
く
の
方
と
出
会
え
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な

場
所
で
お
会
い
す
る
機
会
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
時
は
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
市
報
担
当　

山
浦
）

編

集

後

記

世帯数

11,502世帯（＋24）

総人口

31,513人（－25）

男 15,495人 （－１７）

女 16,018人 （－８）

（４月１日現在）

人の動き

転入196人（＋１４０）

転出205人（＋１３２）

出生  20人（＋２）

死亡  38人（＋１２）

 ※カッコは３月対比

東御市役所はチャレンジ25
キャンペーンに参加しています

〜〜
ワ
イ
ン
特
区
の
取
り
組
み
〜

〜
ワ
イ
ン
特
区
の
取
り
組
み
〜

 
ワ
イ
ン
造
り
は

　
　
　

ぶ
ど
う
栽
培
か
ら

　

新
緑
の
美
し
い
季
節
、
ぶ
ど
う
畑

で
も
そ
ろ
そ
ろ
、
か
わ
い
ら
し
い
若

葉
が
芽
吹
き
始
め
て
い
ま
す
。

　

私
は
２
０
０
６
年
か
ら
ワ
イ
ン
用

ぶ
ど
う
畑
の
耕
作
を
始
め
ま

し
た
が
、
年
々
東
御
に
ワ
イ

ン
用
ぶ
ど
う
畑
が
広
が
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回

は
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
畑
の
特

徴
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

同
じ
ぶ
ど
う
畑
で
も
、
皆

様
が
ご
存
じ
の
巨
峰
畑
と
ワ

イ
ン
用
ぶ
ど
う
畑
と
で
は
一

般
的
に
栽
培
方
法
が
異
な
り

ま
す
。
巨
峰
畑
は
頭
上
に
枝

葉
が
広
が
る
「
棚
式
栽
培
」、

一
方
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
畑
は

地
面
と
直
角
に
列
を
作
る

「
垣
根
式
栽
培
」
と
い
わ
れ

る
方
法
が
一
般
的
で
す
。

　

ま
た
、
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う

は
小
さ
く
コ
ン
パ
ク
ト
に
栽
培
し
、

樹
齢
を
増
す
に
つ
れ
て
、
広
く
深
く

地
中
に
広
が
っ
た
根
か
ら
、
房
の
中

に
養
分
を
凝
縮
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ

の
土
地
の
個
性
を
反
映
さ
せ
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
東
御
で
造
る
ワ
イ
ン
に

は
東
御
の
土
地
の
個
性
を
映
し
た
ぶ

ど
う
が
必
要
に
な
る
の
で
す
。
今
年

も
４
月
に
は
市
内
を
始
め
、
都
会
か

ら
も
た
く
さ
ん
の
方
々
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
私
の
畑
に
新
た
な
苗
木

を
５
０
０
本
ほ
ど
定
植
し
ま
し
た
。

　

将
来
飲
む
ワ
イ
ン
の
苗
木
を
自
分

の
手
で
植
え
る
こ
と
で
、
ワ
イ
ン
へ

の
思
い
と
味
わ
い
が
格
別
な
も
の
と

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
夢
の
詰
ま

っ
た
ワ
イ
ナ
リ
ー
や
畑
に
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

（
小
山　

英
明
）

FMとうみ ７７８.５MHz８.５MHz

 『市民情報広場』
毎週木曜日

　�午前４時～

午後４時55分　

▲５月の芽吹きのようす

▲４月の定植のようす


